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計
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算
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し
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す
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議
員
は
い

ろ
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ろ
な
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点
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ら
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に
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認
や
評
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を
し
て
質
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・
意
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を
し
ま
す
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町
は
今
後
の
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策
に
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れ
ら
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よ
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め
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り
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す
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さ
て
、
景
気
が
あ
る

程
度
持
ち
直
し
て
き
た
と
し
て
、

消
費
税
が
８
％
に
な
る
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
一
般
家
庭
で

は
、
景
気
回
復
と
い
う
印
象
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
、
み
な
さ

ん
の
暮
ら
し
が
ど
う
な
る
の
か
。

営
業
が
ど
う
な
る
の
か
。
地
方
自

治
体
に
は
何
が
で
き
る
の
か
。
議

会
が
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
す
の

か
。
こ
の
動
向
に
つ
い
て
は
慎
重

な
分
析
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
ま
す
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広
報
編
集
も
、
さ
ら
に
、
議
会

の
動
き
が
わ
か
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
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９月定例会では、こんなことが決まりました
政府関係機関に意見書を送付しました
平成２４年度決算を認定
５人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき
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９月定例会

▲斑鳩東幼稚園の運動会

▲斑鳩幼稚園 ▲斑鳩西幼稚園

▲あわ保育園 ▲たつた保育園

楽しかったね！運動会
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　平成２５年第４回定例会が、９月２日から９月２５日までの２４
日間の会期で開かれ、平成２４年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の
認定についてなど、１１議案を可決・認定しました。
　また、人事案件８件について答申・同意し、報告事案３件について
報告を受け、３件の陳情について審議しました。その他、最終日には
２件の意見書を上程しました。
　それぞれの結果は、下記のとおりです。

結　果案　件

予算

賛成多数で可決

満場一致で不採択

採 択

賛成多数で認定

満場一致で適任と答申

報 告

満場一致で可決

満場一致で認定

満場一致で同意

賛成多数で認定

満場一致で認定認定

人事

報告

陳情

意見書

平成２５年度斑鳩町一般会計補正予算（第６号）について

平成２５年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について

平成２５年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

平成２５年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

町道認定について

平成２４年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について

平成２４年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２４年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２４年度斑鳩町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２４年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その１）（その２）

斑鳩町教育委員会委員の任命について同意を求めることについて

斑鳩町公文書開示審査会委員の委嘱について同意を求めることについて（その１）～（その５）

議会の委任による町長専決処分の報告について（平成２５年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について）

議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について）

議会の委任による町長専決処分の報告について（平成２５年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について）

平成２５年度及び平成２６年度理科教育設備整備等に関する要望書について

「青少年健全育成基本法」の早期制定を求める意見書提出を求める陳情について

道州制導入に反対する意見書について

「（仮称）青少年健全育成基本法」の早期制定を求める意見書について

道州制導入に反対する意見書について

14ページに関連記事

3ページに意見書、
17ページに賛否の
討論。

川本博氏を任命するこ
とに同意しました。

葛本博美氏、
長坂成行氏、
中　達也氏、
向平羑氏、
　川裕子氏に委嘱する
ことに同意しました。

上田昌功氏、
松原眞由美氏が適任で
あるとの意見を答申し
ました。

４～７ページに
決算審査の概要。
１５、１６ページに
賛否の討論。

「（仮称）青少年健全育成基本法」の早期制定を求める意見書

　二十一世紀の社会を担う青少年の健全育成は、すべての国民の願いであります。
　しかしながら、今日我が国の相継ぐ少年の凶悪事件等にみられるように、青少年をめぐる問題は極めて深刻な状
況にあります。
　これらの問題は、露骨な性描写や残虐シーンを売り物とする雑誌、ビデオ等が氾濫し、さらにはインターネットや
携帯電話等の急速な情報通信技術の発展など青少年を取り巻く社会環境は悪化の一途をたどっており、もはや青少
年問題という範囲を越えて社会全体の問題であると言えます。
　これらの問題に対して、国は「児童福祉法」、各都道府県においては「青少年健全育成条例」等により、規制や保護策
を講じ一定の成果を上げてはいるものの、今日では、その限界が指摘されています。
　今、求められているのは、青少年の健全育成に対する基本理念や方針などを明確にし、一貫性のある包括的・体系
的な法整備を図ることが必要です。
　よって、斑鳩町議会は、国会及び政府に対し、「（仮称）青少年健全育成基本法」を早期に制定するよう強く要請しま
す。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　 平成２５年９月２５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県斑鳩町議会

道州制導入に反対する意見書

　我々町村議会は、平成２０年以来、町村議会議長全国大会において、その総意により、「住民自治の推進に逆行する
道州制は行わないこと。」を決定し、本年４月１５日には、全国町村議会議長会が「町村や国民に対して丁寧な説明や
真摯な議論もないまま、道州制の導入が決定したかのごとき法案が提出されようとしていることは誠に遺憾であ
る。」とする緊急声明を行いました。さらに、７月１８日には、「道州制は絶対に導入しないこと。」とする要望を決定
し、政府・国会に対し、要請してきたところです。
　しかしながら、与党においては、道州制導入を目指す法案の国会への提出の動きが依然としてみられ、また、野党
の一部においては、既に「道州制への移行のための改革基本法案」を第１８３回国会へ提出し、衆議院内閣委員会に
おいて閉会中審査となっているなど、我々の要請を無視するかの動きをみせています。
　これらの法案は、道州制導入後の国の具体的なかたちを示さないまま、期限を区切った導入ありきの内容となっ
ており、事務権限の受け皿という名目のもと、ほとんどの町村においては、事実上の合併を余儀なくされるおそれが
高いうえ、道州はもとより再編された「基礎自治体」は、現在の市町村や都道府県に比べ、住民と行政との距離が格段
に遠くなり、住民自治が衰退してしまうことは明らかであります。
　町村は、これまで国民の生活を支えるため、食料供給、水源涵養、国土保全に努め、伝統・文化を守り、自然を活か
した地場産業を創出し、住民とともに個性あるまちづくりを進めてきました。それにもかかわらず、効率性や経済性
を優先し、地域の伝統や文化、郷土意識を無視してつくり上げる大規模な団体は、住民を置き去りにするものであ
り、到底地方自治体と呼べるものではありません。多様な自治体の存在を認め、個々の自治体の活力を高めること
が、ひいては、全体としての国力の増強につながるものであると確信しています。
　よって、我々斑鳩町議会は、道州制の導入に反対します。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　 平成２５年９月２５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県斑鳩町議会

議会の議案書を閲覧できます

　議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。それぞれの議案について詳しく
知りたい場合は、役場３階の議会事務局までお越しください。　　　　　　　　　  ℡７４－１００１（内線３０２）

政府関係機関に
２件の意見書を送付

９月定例会では、議員から提案された２件の意見書が可決され、
政府関係機関に送付しました。

❸ ❷
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おいて閉会中審査となっているなど、我々の要請を無視するかの動きをみせています。
　これらの法案は、道州制導入後の国の具体的なかたちを示さないまま、期限を区切った導入ありきの内容となっ
ており、事務権限の受け皿という名目のもと、ほとんどの町村においては、事実上の合併を余儀なくされるおそれが
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政府関係機関に
２件の意見書を送付

９月定例会では、議員から提案された２件の意見書が可決され、
政府関係機関に送付しました。

❸ ❷
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平成２４年度　決算総括表

平成24年度決算を審査

よりよい斑鳩をめざして…
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績（決算）について、議会が住民の代表として審査、
認定するものです。（認定しない場合もあります。）
　「法に基づき適正に執行されたのか」などの審査
だけではなく、今後の行財政運営の改善に役立て
るために事業の行政効果や問題点を指摘するな
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般 

会 

計
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度
決
算
を
審
査

24

平
成
　
年
度
決
算
を
審
査
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▲新築されたあわ保育園の給食調理室

　本会議から付託を受けました平成24年度斑鳩町一般会計と各特別会計の歳入歳出決算を審査
するため、９月９日、10日、11日の３日間にわたり、決算審査特別委員会を開催しました。
　委員会では、委員から多くの質問や意見が出されましたが、今回はその一部をご報告します。

❺ ❹

国民健康保険事業

大字龍田財産区

公共下水道事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療

特　

別　

会　

計

合　　計

一般会計

歳　　入会計別 歳　　出

89億3,583万円

３０億5,02５万円

317万円

13億　319万円

18億6,639万円

3億1,489万円

１54億7,372万円

83億3,303万円

３5億　549万円

40万円

１3億　306万円

18億3,048万円

3億1,484万円

152億8,730万円
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い
か
と
い
う
こ

と
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
状

平成２４年度　決算総括表

平成24年度決算を審査

よりよい斑鳩をめざして…

　

委
員
会
で
は
、
監
査
委
員
よ
り

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
法
令
に
準

拠
し
て
調
製
さ
れ
誤
り
が
な
い
も

の
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
も

計
数
に
誤
り
な
く
、
適
正
に
運
用

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
こ
の
報
告
の
後

に
、
決
算
の
認
定
の
た
め
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

決算認定とは
　町に入ったお金（歳入）や使ったお金（歳出）の実
績（決算）について、議会が住民の代表として審査、
認定するものです。（認定しない場合もあります。）
　「法に基づき適正に執行されたのか」などの審査
だけではなく、今後の行財政運営の改善に役立て
るために事業の行政効果や問題点を指摘するな
ど、議会の重要な役割のひとつです。

一 

般 

会 

計

平
成
　
年
度
決
算
を
審
査

24

平
成
　
年
度
決
算
を
審
査

24

▲新築されたあわ保育園の給食調理室

　本会議から付託を受けました平成24年度斑鳩町一般会計と各特別会計の歳入歳出決算を審査
するため、９月９日、10日、11日の３日間にわたり、決算審査特別委員会を開催しました。
　委員会では、委員から多くの質問や意見が出されましたが、今回はその一部をご報告します。

❺ ❹

国民健康保険事業

大字龍田財産区

公共下水道事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療

特　

別　

会　

計

合　　計

一般会計

歳　　入会計別 歳　　出

89億3,583万円

３０億5,02５万円

317万円

13億　319万円

18億6,639万円

3億1,489万円

１54億7,372万円

83億3,303万円

３5億　549万円

40万円

１3億　306万円

18億3,048万円

3億1,484万円

152億8,730万円



　

下
司
田
池
提
塘
の
安
全
対
策
を

Ｑ　

大
雨
等
で
下
司
田
池
の
提

塘
が
決
壊
し
な
い
よ
う
、
で
き

る
だ
け
早
め
に
何
ら
か
の
対
処

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ　

以
前
に
も
た
め
池
と
し
て

の
補
強
工
事
は
行
っ
て
い
ま
す

が
、
25
年
度
は
目
視
で
調
査
を

し
、
不
備
が
あ
れ
ば
耐
震
補
強

工
事
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

審
査
結
果

　

満
場
一
致
で
認
定

  

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

下
水
道
接
続
件
数
増
の
理
由
は
？

　
Ｑ　

途
中
で
補
正
予
算
を
組
ん

で
加
入
件
数
を
修
正
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
理
由
は
な
ん
で
す

か
。

Ａ　

当
初
、
前
年
度
の
実
績
を

含
め
て
加
入
件
数
を
予
算
計
上

し
て
い
ま
し
た
が
、
啓
発
活
動

も
行
う
中
、
２
年
を
経
過
し
た

区
域
で
の
接
続
率
が
伸
び
た
こ

と
か
ら
接
続
件
数
が
増
え
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
環
境
部
局
か
ら

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

の
啓
発
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
公
共
下
水
道
接
続
を
考

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
開
発

事
業
に
よ
り
新
築
が
増
え
た
こ

と
な
ど
も
あ
り
、
補
正
予
算
計

上
後
も
件
数
が
伸
び
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

審
査
結
果

　

満
場
一
致
で
認
定

  

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

　

不
用
額
に
つ
い
て

Ｑ　

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
や
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
が
見
込
み
を
下
回
っ

た
と
い
う
こ
と
で
不
用
額
が
出

て
い
ま
す
が
、
給
付
費
が
減
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ　

予
算
は
、
過
去
の
実
績
等

を
基
に
積
算
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
実
際
の
給
付
額
が
こ
の
見

込
み
額
を
下
回
っ
た
た
め
不
用

額
が
出
ま
し
た
が
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
そ
の
も
の
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

栄
養
改
善
指
導
の

　

今
後
の
対
応
は
？

Ｑ　

栄
養
改
善
指
導
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
配
置
し
て
い
た
栄
養

士
を
廃
止
し
ま
し
た
が
、
今
後

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

で
す
か
。

Ａ　

23
年
度
は
栄
養
士
を
配
置

し
て
常
に
栄
養
相
談
が
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、

24
年
度
か
ら
は
対
象
者
を
選
定

し
、
栄
養
改
善
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
毎
月

行
わ
れ
て
い
る
栄
養
相
談
を
紹

介
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

賛
否
の
討
論
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
認
定

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計     

　

保
険
料
の
値
上
げ
に
よ
る

　

影
響
額
は
？

Ｑ　

24
年
度
は
保
険
料
の
値
上

げ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
全

体
の
金
額
は
ど
の
ぐ
ら
い
で
す

か
。

Ａ　

被
保
険
者
数
が
前
年
度
と

比
較
し
て
約
１
２
０
名
増
え
て

い
る
た
め
、
一
概
に
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
調
定
額
で
約
２
，
２

２
６
万
円
、
収
入
済
額
で
約
２
，

２
４
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　

今
後
の
見
通
し
は
？

Ｑ　

民
主
党
政
権
の
時
に
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
す

る
方
向
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
自
民
党
政
権
に
戻
り
、
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

今
後
、
制
度
の
内
容
は
い

ろ
い
ろ
と
変
わ
っ
て
く
る
か
と

は
思
い
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
そ
の
も
の
は
こ
の
ま

ま
続
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

審
査
結
果

　

賛
否
の
討
論
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
認
定

　
　
　
　

  　
（
嶋
田
委
員
長
記
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委　

員　

長　
　

嶋 

田 

善 

行

副 

委 

員 

長　
　

伴　

  

吉 

晴

委　
　
　

員　
　

宮 

﨑 

和 

彦

〃　
　
　
　
　
　

小 

林  　

誠

〃　
　
　
　
　
　

小 

野 

隆 

雄

〃　
　
　
　
　
　

坂 

口  　

徹

〃　
　
　
　
　
　

木 

澤 

正 

男

平成24年度決算を審査

平
成
　
年
度
決
算
を
審
査

24

平
成
　
年
度
決
算
を
審
査

24

況
で
す
。

　

水
路
清
掃
の
補
助
金
に
つ
い
て

Ｑ　

水
路
の
清
掃
に
つ
い
て
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
業
者
に

発
注
す
る
自
治
会
が
増
え
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
補
助

金
の
金
額
設
定
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

地
元
施
工
の
水
路
改
修
及

び
水
路
浚
渫
事
業
に
対
し
て
の

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
最
低
事

業
費
を
15
万
円
と
規
定
し
て
い

ま
す
。

　

高
齢
化
に
伴
い
、
水
路
清
掃

等
は
危
険
で
あ
る
と
い
う
相
談

も
あ
り
ま
す
の
で
、
基
準
額
の

改
定
に
つ
い
て
も
検
討
課
題
と

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　

先
日
の
雨
で
浸
水
し
た
箇

所
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
要
因

は
何
で
す
か
。

Ａ　

今
回
浸
水
し
た
並
松
地
区

は
、
以
前
、
水
路
か
ら
イ
ツ
ボ

川
へ
の
バ
イ
パ
ス
管
を
設
置
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
上
流
の
水

田
に
水
を
張
っ
て
い
る
時
期
で

あ
り
、
ゲ
ー
ト
を
操
作
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
イ
ツ
ボ
川
が
増

水
し
、
バ
イ
パ
ス
管
が
流
れ
に

く
か
っ
た
た
め
浸
水
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
上
流
の
ゲ
ー
ト
の
調

整
等
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

　

東
側
の
見
通
し
は
？

 
Ｑ　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

の
整
備
促
進
に
関
連
し
て
、
県

道
大
和
高
田
斑
鳩
線
か
ら
東
側

の
見
通
し
に
つ
い
て
、
国
で
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ　

国
で
は
、
稲
葉
車
瀬
区
間

か
ら
三
室
交
差
点
ま
で
を
優
先

的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ご
指
摘
の
い
わ
ゆ

る
五
百
井
・
興
留
区
間
へ
事
業

を
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
も
調
査
等
は
行
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

予
備
設
計
な
ど
を
や
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
よ
う
に
聞
い
て
い

ま
す
。

30
人
学
級
の
効
果
の
検
証
を

Ｑ　

監
査
の
意
見
書
の
中
で
学

校
の
統
廃
合
検
討
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

た
め
に
も
現
在
の
少
人
数
学
級

編
成
に
つ
い
て
、
一
度
検
証
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

30
人
学
級
編
成
の
た
め
に

町
費
講
師
を
配
置
す
る
な
ど
、

財
政
的
な
負
担
は
大
き
い
の
で

す
が
、
学
力
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
指
導
や
い
じ
め
の
早
期
発

見
等
、
行
き
届
い
た
指
導
が
で

き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
財
政
状
況
が
厳
し

く
な
れ
ば
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
状
況

が
許
す
限
り
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

野
外
体
験
活
動
に
対
す
る

補
助
金
の
利
用
状
況
は
？

Ｑ　

野
外
体
験
活
動
に
対
す
る

補
助
金
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

Ａ　

町
の
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

を
閉
鎖
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
新

た
に
設
け
た
補
助
金
で
、
野
外

体
験
活
動
施
設
を
利
用
し
よ
う

と
す
る
団
体
に
、
必
要
と
な
る

交
通
費
の
２
分
の
１
（
上
限
額

あ
り
）
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

実
際
に
利
用
さ
れ
た
団
体

の
感
想
は
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
町
の
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い
た

の
は
１
団
体
だ
け
で
し
た
が
、

新
た
に
２
団
体
が
こ
の
補
助
金

を
利
用
さ
れ
、
助
か
る
と
い
う

ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

審
査
結
果

　

賛
否
の
討
論
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
認
定

 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

国
保
統
一
化
の
影
響
は
？

Ｑ　

国
で
は
、
29
年
度
を
目
途

に
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
を

市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
行

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
な
っ
た
場
合
、
保
険

料
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

斑
鳩
町
の
場
合
、
標
準
保

険
料
を
用
い
る
と
４
，
０
０
０

円
程
上
昇
し
、
激
変
緩
和
措
置

を
用
い
ま
す
と
１
，
０
０
０
円

程
の
上
昇
に
な
る
と
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
医
療
費
の
動
向
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

斑
鳩
町
の
累
積
赤
字
は
ど

の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

現
在
、
精
算
も
含
め
ま
す

と
累
積
赤
字
は
４
億
９
千
万
円

近
く
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

国
保
が
県
単
位
で
統
一
化
さ

れ
た
場
合
、
県
は
そ
の
赤
字
分

を
負
担
し
ま
せ
ん
の
で
、
町
が

一
般
会
計
か
ら
補
填
す
る
等
、

何
ら
か
の
方
法
で
対
処
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

審
査
結
果

　

満
場
一
致
で
認
定

  

大
字
龍
田
財
産
区
特
別
会
計

　

財
産
区
財
産
（
下
司
田
池
）

の
管
理
を
行
う
特
別
会
計
で
す
。

❼ ❻



　

下
司
田
池
提
塘
の
安
全
対
策
を

Ｑ　

大
雨
等
で
下
司
田
池
の
提

塘
が
決
壊
し
な
い
よ
う
、
で
き

る
だ
け
早
め
に
何
ら
か
の
対
処

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ　

以
前
に
も
た
め
池
と
し
て

の
補
強
工
事
は
行
っ
て
い
ま
す

が
、
25
年
度
は
目
視
で
調
査
を

し
、
不
備
が
あ
れ
ば
耐
震
補
強

工
事
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

審
査
結
果

　

満
場
一
致
で
認
定

  

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

下
水
道
接
続
件
数
増
の
理
由
は
？

　
Ｑ　

途
中
で
補
正
予
算
を
組
ん

で
加
入
件
数
を
修
正
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
理
由
は
な
ん
で
す

か
。

Ａ　

当
初
、
前
年
度
の
実
績
を

含
め
て
加
入
件
数
を
予
算
計
上

し
て
い
ま
し
た
が
、
啓
発
活
動

も
行
う
中
、
２
年
を
経
過
し
た

区
域
で
の
接
続
率
が
伸
び
た
こ

と
か
ら
接
続
件
数
が
増
え
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
環
境
部
局
か
ら

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

の
啓
発
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
公
共
下
水
道
接
続
を
考

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
開
発

事
業
に
よ
り
新
築
が
増
え
た
こ

と
な
ど
も
あ
り
、
補
正
予
算
計

上
後
も
件
数
が
伸
び
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

審
査
結
果

　

満
場
一
致
で
認
定

  

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

　

不
用
額
に
つ
い
て

Ｑ　

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
や
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
が
見
込
み
を
下
回
っ

た
と
い
う
こ
と
で
不
用
額
が
出

て
い
ま
す
が
、
給
付
費
が
減
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ　

予
算
は
、
過
去
の
実
績
等

を
基
に
積
算
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
実
際
の
給
付
額
が
こ
の
見

込
み
額
を
下
回
っ
た
た
め
不
用

額
が
出
ま
し
た
が
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
そ
の
も
の
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

栄
養
改
善
指
導
の

　

今
後
の
対
応
は
？

Ｑ　

栄
養
改
善
指
導
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
配
置
し
て
い
た
栄
養

士
を
廃
止
し
ま
し
た
が
、
今
後

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

で
す
か
。

Ａ　

23
年
度
は
栄
養
士
を
配
置

し
て
常
に
栄
養
相
談
が
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、

24
年
度
か
ら
は
対
象
者
を
選
定

し
、
栄
養
改
善
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
毎
月

行
わ
れ
て
い
る
栄
養
相
談
を
紹

介
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

賛
否
の
討
論
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
認
定

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計     

　

保
険
料
の
値
上
げ
に
よ
る

　

影
響
額
は
？

Ｑ　

24
年
度
は
保
険
料
の
値
上

げ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
全

体
の
金
額
は
ど
の
ぐ
ら
い
で
す

か
。

Ａ　

被
保
険
者
数
が
前
年
度
と

比
較
し
て
約
１
２
０
名
増
え
て

い
る
た
め
、
一
概
に
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
調
定
額
で
約
２
，
２

２
６
万
円
、
収
入
済
額
で
約
２
，

２
４
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　

今
後
の
見
通
し
は
？

Ｑ　

民
主
党
政
権
の
時
に
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
す

る
方
向
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
自
民
党
政
権
に
戻
り
、
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

今
後
、
制
度
の
内
容
は
い

ろ
い
ろ
と
変
わ
っ
て
く
る
か
と

は
思
い
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
そ
の
も
の
は
こ
の
ま

ま
続
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

審
査
結
果

　

賛
否
の
討
論
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
認
定

　
　
　
　

  　
（
嶋
田
委
員
長
記
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委　

員　

長　
　

嶋 

田 

善 

行

副 

委 

員 

長　
　

伴　

  

吉 

晴

委　
　
　

員　
　

宮 

﨑 

和 

彦

〃　
　
　
　
　
　

小 

林  　

誠

〃　
　
　
　
　
　

小 

野 

隆 

雄

〃　
　
　
　
　
　

坂 

口  　

徹

〃　
　
　
　
　
　

木 

澤 

正 

男

平成24年度決算を審査

平
成
　
年
度
決
算
を
審
査

24

平
成
　
年
度
決
算
を
審
査

24

況
で
す
。

　

水
路
清
掃
の
補
助
金
に
つ
い
て

Ｑ　

水
路
の
清
掃
に
つ
い
て
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
業
者
に

発
注
す
る
自
治
会
が
増
え
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
補
助

金
の
金
額
設
定
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

地
元
施
工
の
水
路
改
修
及

び
水
路
浚
渫
事
業
に
対
し
て
の

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
最
低
事

業
費
を
15
万
円
と
規
定
し
て
い

ま
す
。

　

高
齢
化
に
伴
い
、
水
路
清
掃

等
は
危
険
で
あ
る
と
い
う
相
談

も
あ
り
ま
す
の
で
、
基
準
額
の

改
定
に
つ
い
て
も
検
討
課
題
と

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　

先
日
の
雨
で
浸
水
し
た
箇

所
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
要
因

は
何
で
す
か
。

Ａ　

今
回
浸
水
し
た
並
松
地
区

は
、
以
前
、
水
路
か
ら
イ
ツ
ボ

川
へ
の
バ
イ
パ
ス
管
を
設
置
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
上
流
の
水

田
に
水
を
張
っ
て
い
る
時
期
で

あ
り
、
ゲ
ー
ト
を
操
作
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
イ
ツ
ボ
川
が
増

水
し
、
バ
イ
パ
ス
管
が
流
れ
に

く
か
っ
た
た
め
浸
水
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
上
流
の
ゲ
ー
ト
の
調

整
等
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

　

東
側
の
見
通
し
は
？

 

Ｑ　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

の
整
備
促
進
に
関
連
し
て
、
県

道
大
和
高
田
斑
鳩
線
か
ら
東
側

の
見
通
し
に
つ
い
て
、
国
で
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ　

国
で
は
、
稲
葉
車
瀬
区
間

か
ら
三
室
交
差
点
ま
で
を
優
先

的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ご
指
摘
の
い
わ
ゆ

る
五
百
井
・
興
留
区
間
へ
事
業

を
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
も
調
査
等
は
行
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

予
備
設
計
な
ど
を
や
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
よ
う
に
聞
い
て
い

ま
す
。

30
人
学
級
の
効
果
の
検
証
を

Ｑ　

監
査
の
意
見
書
の
中
で
学

校
の
統
廃
合
検
討
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

た
め
に
も
現
在
の
少
人
数
学
級

編
成
に
つ
い
て
、
一
度
検
証
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

30
人
学
級
編
成
の
た
め
に

町
費
講
師
を
配
置
す
る
な
ど
、

財
政
的
な
負
担
は
大
き
い
の
で

す
が
、
学
力
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
指
導
や
い
じ
め
の
早
期
発

見
等
、
行
き
届
い
た
指
導
が
で

き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
財
政
状
況
が
厳
し

く
な
れ
ば
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
状
況

が
許
す
限
り
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

野
外
体
験
活
動
に
対
す
る

補
助
金
の
利
用
状
況
は
？

Ｑ　

野
外
体
験
活
動
に
対
す
る

補
助
金
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

Ａ　

町
の
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

を
閉
鎖
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
新

た
に
設
け
た
補
助
金
で
、
野
外

体
験
活
動
施
設
を
利
用
し
よ
う

と
す
る
団
体
に
、
必
要
と
な
る

交
通
費
の
２
分
の
１
（
上
限
額

あ
り
）
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

実
際
に
利
用
さ
れ
た
団
体

の
感
想
は
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
町
の
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い
た

の
は
１
団
体
だ
け
で
し
た
が
、

新
た
に
２
団
体
が
こ
の
補
助
金

を
利
用
さ
れ
、
助
か
る
と
い
う

ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

審
査
結
果

　

賛
否
の
討
論
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
認
定

 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

国
保
統
一
化
の
影
響
は
？

Ｑ　

国
で
は
、
29
年
度
を
目
途

に
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
を

市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
行

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
な
っ
た
場
合
、
保
険

料
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

斑
鳩
町
の
場
合
、
標
準
保

険
料
を
用
い
る
と
４
，
０
０
０

円
程
上
昇
し
、
激
変
緩
和
措
置

を
用
い
ま
す
と
１
，
０
０
０
円

程
の
上
昇
に
な
る
と
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
医
療
費
の
動
向
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

斑
鳩
町
の
累
積
赤
字
は
ど

の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

現
在
、
精
算
も
含
め
ま
す

と
累
積
赤
字
は
４
億
９
千
万
円

近
く
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

国
保
が
県
単
位
で
統
一
化
さ

れ
た
場
合
、
県
は
そ
の
赤
字
分

を
負
担
し
ま
せ
ん
の
で
、
町
が

一
般
会
計
か
ら
補
填
す
る
等
、

何
ら
か
の
方
法
で
対
処
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

審
査
結
果

　

満
場
一
致
で
認
定

  

大
字
龍
田
財
産
区
特
別
会
計

　

財
産
区
財
産
（
下
司
田
池
）

の
管
理
を
行
う
特
別
会
計
で
す
。

❼ ❻



議
員　

昨
今
の
猛
暑
は
以
前
と
違

い
異
常
と
も
い
え
る
も
の
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、そ
の
対
策
と
し
て
、町

内
各
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
を

導
入
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。　　
　
　

教
育
長　

当
町
で
は
、
各
小
中
学

校
の
保
健
室
を
は
じ
め
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
室
や
図
書
室
、ま
た
、各

小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
他

の
教
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

22
年
度
に
扇
風
機
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。

　

小
中
５
校
の
各
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
と
な
り
ま
す
と
、
空

調
設
置
工
事
と
電
気
設
備
工
事
を

含
め
、
お
お
よ
そ
３
億
円
の
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
こ
と

や
、整
備
後
に
お
い
て
も
、東
北
の

大
震
災
以
降
、
夏
期
に
お
け
る
電

力
の
逼
迫
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
の

中
、
相
当
の
電
力
を
使
用
す
る
こ

と
と
な
り
、
今
日
の
社
会
情
勢
下

に
お
い
て
、
理
解
を
得
る
の
は
難

し
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

国
の
助
成
制
度
が
大
き
く

変
わ
り
、
設
備
す
る
費
用
が
軽
減

さ
れ
れ
ば
、
前
向
き
に
検
討
す
る

余
地
は
あ
る
の
か
。ま
た
、現
在
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室

の
使
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

現
在
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
係
る
国
の
補
助
に
つ
き
ま
し
て

は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
町
の
総

事
業
費
の
上
限
額
が
２
億
円
、
下

限
額
は
学
校
単
位
の
事
業
費
と
し

て
４
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。補
助
金
に
つ
い
て
は
、整
備
に

要
す
る
事
業
費
の
３
分
の
１
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
現
状

に
対
し
、
大
幅
に
高
い
補
助
率
に

変
更
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。ま
た
、エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
る
教
室
の
使
用
状
況

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
で
25
％
程
度
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

室
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
学
校
で

50
％
程
度
、
中
学
校
で
30
％
程
度

で
あ
り
ま
す
。

議
員　

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

に
つ
い
て
は
、
諸
条
件
が
整
っ
た

時
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ

て
い
る
教
室
を
よ
り
う
ま
く
使
っ

て
、
子
ど
も
達
が
少
し
で
も
暑
さ

を
し
の
げ
る
よ
う
に
強
く
要
望
い

た
し
ま
す
。

議
員　

監
査
委
員
の
決
算
審
査
と

議
会
の
決
算
認
定
制
度
の
関
連

と
、そ
れ
ら
の
意
義
を
問
う
。

総
務
部
長　

監
査
委
員
の
決
算
審

査
の
主
眼
は
、
計
算
に
間
違
い
は

な
い
か
、
実
際
の
収
支
が
支
出
命

令
等
に
符
号
し
て
い
る
か
、収
入
・

支
出
が
違
法
で
な
い
か
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
町
長
は
、

監
査
意
見
書
を
熟
読
し
、
参
考
に

受
け
止
め
な
が
ら
、
そ
の
意
見
書

を
添
え
て
議
会
の
決
算
認
定
に
付

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

決
算
認
定
制
度
の
意
義
に
つ
い

て
は
、「
予
算
効
果
と
行
政
効
果
の

客
観
的
判
断
と
、
今
後
の
改
善
や

反
省
事
項
の
把
握
と
活
用
」
が
重

要
で
あ
り
、決
算
の
結
果
を
、そ
の

後
の
予
算
編
成
と
財
政
運
営
に
活

か
す
こ
と
で
、
町
財
政
の
健
全
化

と
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員　

決
算
審
査
は
、
や
や
も
す

れ
ば
執
行
済
み
の
も
の
と
し
て
軽

ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
議

会
が
決
定
し
た
予
算
が
、
適
正
に

執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
と
と
も
に
、
各
種
資
料
に
基
づ

い
て
そ
の
行
政
効
果
や
経
済
効
果

を
測
定
し
、
住
民
に
代
わ
っ
て
行

政
効
果
を
評
価
す
る
、
き
わ
め
て

重
要
な
意
味
が
あ
る
こ
と
を
再
認

識
す
べ
き
で
あ
る
。

　

次
に
、
監
査
委
員
の
決
算
審
査

結
果
を
、
行
財
政
運
営
の
改
善
と

適
正
化
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に

し
て
活
か
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

総
務
部
長　

決
算
審
査
を
通
し
て

監
査
委
員
か
ら
の
、
ご
意
見
や
ご

指
摘
に
つ
い
て
は
、
各
部
課
長
が

そ
れ
ぞ
れ
部
内
会
議
・
課
内
会
議

に
お
い
て
、
職
員
一
人
ひ
と
り
に

詳
細
に
伝
え
、
全
職
員
が
問
題
意

識
を
も
っ
て
、
真
摯
に
向
き
合
う

こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
内
容
の
実

現
に
向
け
て
、
課
題
分
析
や
効
果

検
証
を
行
い
、
そ
の
改
善
に
向
け

着
実
な
取
り
組
み
を
、
進
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

決
算
は
、
た
だ
単
に
認
定

し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、そ
の
結
果

を
町
の
財
政
運
営
の
一
層
の
健
全

化
と
適
正
化
に
役
立
て
る
と
い
う
、

将
来
に
向
け
て
の
前
向
き
の
意
義

が
重
要
で
す
。そ
の
意
味
に
お
い
て

も
、常
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
繰

り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、継
続
的
な

改
善
が
な
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
決
算
審
査
意
見
書
の
「
む
す
び
」

に
書
か
れ
て
い
る
各
項
目
に
つ
い

て
、そ
の
認
識
と
対
応
。

議
員　

政
府
は
、
医
療
や
介
護
な

ど
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
を
行

う「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
」を
10
月
の

臨
時
国
会
で
提
出
す
る
予
定
だ
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
法

案
が
可
決
し
実
施
さ
れ
る
と
、
斑

鳩
町
の
住
民
や
町
行
政
に
ど
ん
な

影
響
が
あ
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

医
療
の
分
野
で

は
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
医
療

費
の
窓
口
負
担
が
、
現
在
の
１
割

か
ら
２
割
に
な
る
と
い
う
こ
と

と
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額
の
見

直
し
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
施
行
日
以
降

に
70
歳
に
到
達
し
た
高
齢
者
か
ら

段
階
的
に
２
割
負
担
に
し
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
、
厚
生
労
働
省

に
よ
る
と
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
一

人
当
た
り
の
年
間
の
平
均
自
己
負

担
額
は
、
現
在
約
４
万
５
０
０
０

円
で
す
が
、今
後
、高
額
療
養
費
の

適
用
を
受
け
て
も
こ
の
額
が
７
万

４
０
０
０
円
に
増
え
る
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。

議
員　

介
護
の
分
野
で
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

要
支
援
者
に
つ

い
て
は
、
現
行
制
度
で
は
保
険
給

付
に
よ
り
受
け
て
い
る
介
護
予

防
、訪
問
介
護
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
地
域
支
援
事

業
で
の
実
施
に
切
り
替
わ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
要
介
護
１
・
２
の

軽
度
の
要
介
護
者
に
つ
い
て
は
法

施
行
後
、
入
所
で
き
な
く
な
る
可

能
性
が
高
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員　

要
支
援
１
・
２
の
方
が
介

護
保
険
か
ら
外
さ
れ
、要
介
護
１
・

２
の
方
は
、今
後
、特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
れ
な
く
な
る
な
ど
、

と
ん
で
も
な
い
改
悪
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法

案
」で
は
、年
金
給
付
の
削
減
や
年

金
課
税
強
化
な
ど
も
示
さ
れ
て
お

り
、
高
齢
者
を
狙
い
撃
ち
す
る
か

の
よ
う
な
福
祉
の
切
り
捨
て
が
並

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
の
住
民
に
も
負
担
増
と

な
る
こ
の
法
案
は
、
大
き
な
問
題

が
あ
り
、
地
方
六
団
体
な
ど
の
協

議
を
通
じ
て
町
か
ら
も
国
に
対
し

て
中
止
を
求
め
て
い
た
だ
く
よ
う

強
く
要
望
致
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
職
員
の
夏
季
休
暇
に
つ
い
て

※
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
考
え

方
に
つ
い
て
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議
員　

昨
今
の
猛
暑
は
以
前
と
違

い
異
常
と
も
い
え
る
も
の
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、そ
の
対
策
と
し
て
、町

内
各
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
を

導
入
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。　　
　
　

教
育
長　

当
町
で
は
、
各
小
中
学

校
の
保
健
室
を
は
じ
め
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
室
や
図
書
室
、ま
た
、各

小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
他

の
教
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

22
年
度
に
扇
風
機
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。

　

小
中
５
校
の
各
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
と
な
り
ま
す
と
、
空

調
設
置
工
事
と
電
気
設
備
工
事
を

含
め
、
お
お
よ
そ
３
億
円
の
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
こ
と

や
、整
備
後
に
お
い
て
も
、東
北
の

大
震
災
以
降
、
夏
期
に
お
け
る
電

力
の
逼
迫
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
の

中
、
相
当
の
電
力
を
使
用
す
る
こ

と
と
な
り
、
今
日
の
社
会
情
勢
下

に
お
い
て
、
理
解
を
得
る
の
は
難

し
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

国
の
助
成
制
度
が
大
き
く

変
わ
り
、
設
備
す
る
費
用
が
軽
減

さ
れ
れ
ば
、
前
向
き
に
検
討
す
る

余
地
は
あ
る
の
か
。ま
た
、現
在
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室

の
使
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

現
在
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
係
る
国
の
補
助
に
つ
き
ま
し
て

は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
町
の
総

事
業
費
の
上
限
額
が
２
億
円
、
下

限
額
は
学
校
単
位
の
事
業
費
と
し

て
４
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。補
助
金
に
つ
い
て
は
、整
備
に

要
す
る
事
業
費
の
３
分
の
１
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
現
状

に
対
し
、
大
幅
に
高
い
補
助
率
に

変
更
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。ま
た
、エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
る
教
室
の
使
用
状
況

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
で
25
％
程
度
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

室
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
学
校
で

50
％
程
度
、
中
学
校
で
30
％
程
度

で
あ
り
ま
す
。

議
員　

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

に
つ
い
て
は
、
諸
条
件
が
整
っ
た

時
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ

て
い
る
教
室
を
よ
り
う
ま
く
使
っ

て
、
子
ど
も
達
が
少
し
で
も
暑
さ

を
し
の
げ
る
よ
う
に
強
く
要
望
い

た
し
ま
す
。

議
員　

監
査
委
員
の
決
算
審
査
と

議
会
の
決
算
認
定
制
度
の
関
連

と
、そ
れ
ら
の
意
義
を
問
う
。

総
務
部
長　

監
査
委
員
の
決
算
審

査
の
主
眼
は
、
計
算
に
間
違
い
は

な
い
か
、
実
際
の
収
支
が
支
出
命

令
等
に
符
号
し
て
い
る
か
、収
入
・

支
出
が
違
法
で
な
い
か
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
町
長
は
、

監
査
意
見
書
を
熟
読
し
、
参
考
に

受
け
止
め
な
が
ら
、
そ
の
意
見
書

を
添
え
て
議
会
の
決
算
認
定
に
付

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

決
算
認
定
制
度
の
意
義
に
つ
い

て
は
、「
予
算
効
果
と
行
政
効
果
の

客
観
的
判
断
と
、
今
後
の
改
善
や

反
省
事
項
の
把
握
と
活
用
」
が
重

要
で
あ
り
、決
算
の
結
果
を
、そ
の

後
の
予
算
編
成
と
財
政
運
営
に
活

か
す
こ
と
で
、
町
財
政
の
健
全
化

と
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員　

決
算
審
査
は
、
や
や
も
す

れ
ば
執
行
済
み
の
も
の
と
し
て
軽

ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
議

会
が
決
定
し
た
予
算
が
、
適
正
に

執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
と
と
も
に
、
各
種
資
料
に
基
づ

い
て
そ
の
行
政
効
果
や
経
済
効
果

を
測
定
し
、
住
民
に
代
わ
っ
て
行

政
効
果
を
評
価
す
る
、
き
わ
め
て

重
要
な
意
味
が
あ
る
こ
と
を
再
認

識
す
べ
き
で
あ
る
。

　

次
に
、
監
査
委
員
の
決
算
審
査

結
果
を
、
行
財
政
運
営
の
改
善
と

適
正
化
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に

し
て
活
か
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

総
務
部
長　

決
算
審
査
を
通
し
て

監
査
委
員
か
ら
の
、
ご
意
見
や
ご

指
摘
に
つ
い
て
は
、
各
部
課
長
が

そ
れ
ぞ
れ
部
内
会
議
・
課
内
会
議

に
お
い
て
、
職
員
一
人
ひ
と
り
に

詳
細
に
伝
え
、
全
職
員
が
問
題
意

識
を
も
っ
て
、
真
摯
に
向
き
合
う

こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
内
容
の
実

現
に
向
け
て
、
課
題
分
析
や
効
果

検
証
を
行
い
、
そ
の
改
善
に
向
け

着
実
な
取
り
組
み
を
、
進
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

決
算
は
、
た
だ
単
に
認
定

し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、そ
の
結
果

を
町
の
財
政
運
営
の
一
層
の
健
全

化
と
適
正
化
に
役
立
て
る
と
い
う
、

将
来
に
向
け
て
の
前
向
き
の
意
義

が
重
要
で
す
。そ
の
意
味
に
お
い
て

も
、常
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
繰

り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、継
続
的
な

改
善
が
な
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
決
算
審
査
意
見
書
の
「
む
す
び
」

に
書
か
れ
て
い
る
各
項
目
に
つ
い

て
、そ
の
認
識
と
対
応
。

議
員　

政
府
は
、
医
療
や
介
護
な

ど
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
を
行

う「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
」を
10
月
の

臨
時
国
会
で
提
出
す
る
予
定
だ
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
法

案
が
可
決
し
実
施
さ
れ
る
と
、
斑

鳩
町
の
住
民
や
町
行
政
に
ど
ん
な

影
響
が
あ
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

医
療
の
分
野
で

は
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
医
療

費
の
窓
口
負
担
が
、
現
在
の
１
割

か
ら
２
割
に
な
る
と
い
う
こ
と

と
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額
の
見

直
し
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
施
行
日
以
降

に
70
歳
に
到
達
し
た
高
齢
者
か
ら

段
階
的
に
２
割
負
担
に
し
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
、
厚
生
労
働
省

に
よ
る
と
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
一

人
当
た
り
の
年
間
の
平
均
自
己
負

担
額
は
、
現
在
約
４
万
５
０
０
０

円
で
す
が
、今
後
、高
額
療
養
費
の

適
用
を
受
け
て
も
こ
の
額
が
７
万

４
０
０
０
円
に
増
え
る
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。

議
員　

介
護
の
分
野
で
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

要
支
援
者
に
つ

い
て
は
、
現
行
制
度
で
は
保
険
給

付
に
よ
り
受
け
て
い
る
介
護
予

防
、訪
問
介
護
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
地
域
支
援
事

業
で
の
実
施
に
切
り
替
わ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
要
介
護
１
・
２
の

軽
度
の
要
介
護
者
に
つ
い
て
は
法

施
行
後
、
入
所
で
き
な
く
な
る
可

能
性
が
高
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員　

要
支
援
１
・
２
の
方
が
介

護
保
険
か
ら
外
さ
れ
、要
介
護
１
・

２
の
方
は
、今
後
、特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
れ
な
く
な
る
な
ど
、

と
ん
で
も
な
い
改
悪
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法

案
」で
は
、年
金
給
付
の
削
減
や
年

金
課
税
強
化
な
ど
も
示
さ
れ
て
お

り
、
高
齢
者
を
狙
い
撃
ち
す
る
か

の
よ
う
な
福
祉
の
切
り
捨
て
が
並

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
の
住
民
に
も
負
担
増
と

な
る
こ
の
法
案
は
、
大
き
な
問
題

が
あ
り
、
地
方
六
団
体
な
ど
の
協

議
を
通
じ
て
町
か
ら
も
国
に
対
し

て
中
止
を
求
め
て
い
た
だ
く
よ
う

強
く
要
望
致
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
職
員
の
夏
季
休
暇
に
つ
い
て

※
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
考
え

方
に
つ
い
て

　本定例会での一般質問は、９月５日・６日の両日、５人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ１０人の方が傍聴に来られました。　　

小
中
学
校
の
環
境
設
備
に
つ
い
て

伴　　吉　晴  議員

監査委員の決算審査と
議会の決算認定制度

小　野　隆　雄  議員

▲例月出納検査（於 監査委員室）

社会保障改革プログラム
　　 法案による住民への
　　　　　　　　影響は

木　澤　正　男  議員

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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議
員　

テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い

た
松
江
市
教
育
委
員
会
で
お
こ
っ

た
、
閲
覧
制
限
の
問
題
に
つ
い
て

驚
い
て
い
る
。斑
鳩
町
で
は
万
が

一
で
も
起
こ
っ
て
は
な
ら
な
い

し
、
こ
れ
ま
で
に
も
な
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
が
、
教
育
委
員
会
が

ど
う
い
う
役
割
を
果
た
す
の
か
。

姿
勢
や
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

私
は
改
め
て
見
解
を
聞
き
た
い
。

教
育
長　

松
江
市
教
育
委
員
会
で

は
、全
国
的
な
批
判
も
あ
り
、事
務

局
だ
け
で
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
手
続
き
に
不
備
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
各
学
校

へ
の
閲
覧
制
限
の
撤
回
が
妥
当
だ

と
意
見
を
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

当
町
の
教
育
委
員
会
で
は
、
毎

月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
種
々
の

議
案
の
審
議
や
報
告
を
行
う
な
か

で
、
委
員
全
体
で
の
意
思
の
疎
通

を
蜜
に
し
て
お
り
、
今
般
の
松
江

市
の
よ
う
な
教
育
長
及
び
事
務
局

で
、
独
断
で
重
大
な
事
案
を
決
定

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
に
く

い
状
況
で
あ
る
。し
か
し
、こ
の
事

例
を
教
訓
と
し
て
、
今
後
の
教
育

委
員
会
運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

私
は
教
育
法
令
な
ど
を
よ

く
読
ん
で
い
る
が
、
教
育
委
員
会

に
つ
い
て
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
。学
校
管
理
規
則

に
関
す
る
記
述
は
、す
べ
て「
教
育

委
員
会
が
」と
な
っ
て
お
り
、「
教

育
長
が
」と
は
な
っ
て
い
な
い
。委

員
に
諮
り
、
慎
重
に
審
査
や
協
議

を
進
め
て
ほ
し
い
。

学
童
保
育
の
時
間
延
長
に
つ
い
て

議
員　

何
度
も
要
望
し
て
き
て
い

る
が
、
町
の
姿
勢
が
あ
ま
り
前
向

き
で
な
い
の
が
、
学
童
保
育
の
時

間
延
長
で
あ
る
。隣
の
平
群
町
で

も
、
現
在
午
後
７
時
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。こ
れ
ま
で
斑
鳩
町
で
も

少
し
ず
つ
時
間
の
延
長
を
実
施
し

て
い
る
が
、
あ
と
30
分
の
延
長
を

し
て
７
時
ま
で
に
す
る
考
え
方
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

子
ど
も
の
学
習

活
動
や
基
本
的
生
活
習
慣
の
援
助

な
ど
、
自
立
に
向
け
た
手
助
け
を

す
る
う
え
で
、
保
育
士
や
教
員
の

有
資
格
者
を
採
用
し
て
い
る
。こ

の
有
資
格
者
の
指
導
員
の
確
保
が

現
在
で
も
難
し
い
状
況
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
時
間
延
長
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。民
間
で
、学
校
ま

で
迎
え
に
来
て
く
れ
て
、
10
時
ま

で
預
か
り
保
育
を
し
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。そ
れ
ら
の
利
用
も

選
択
の
１
つ
か
と
考
え
る
。

議
員　

斑
鳩
町
で
は
、
高
齢
者
の

社
会
生
活
の
拡
大
と
健
康
で
楽
し

く
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
高
齢
者
優
待

券（
乗
車
券
・
入
館
券
）を
交
付
さ

れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
一
方
で

は
、
利
用
し
き
れ
な
い
状
況
が
あ

る
と
の
多
く
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
の
一
般
質
問
で

「
高
齢
者
優
待
券
の
選
択
肢
の
拡

大
」に
つ
い
て
質
問
。ま
た
、
以
前

に
同
僚
議
員
か
ら
質
問
も
あ
り
、

前
向
き
に
検
討
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

こ
の
優
待
券
に
つ
い
て

は
、
他
の
議
員
か
ら
も
要
望
が
あ

り
、
平
成
26
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ａ
の
利
用
金
額
な
ど
も
含
め
て
導

入
に
向
け
て
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

優
待
券
に
つ
い
て
タ
ク

シ
ー
券
や
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル
の

チ
ケ
ッ
ト
の
優
待
の
要
望
も
あ
り

ま
す
。今
後
、事
業
の
目
的
に
沿
っ

た
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
の
方
が

利
用
し
易
く
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

内
容
と
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め
産

前
・
産
後
の
ケ
ア
事
業
の
実
施
を

議
員　

子
育
て
の
中
で
産
前
・
産

後
は
、初
め
て
の
方
に
と
っ
て
、不

安
や
戸
惑
い
な
ど
心
配
事
が
多

く
、孤
立
し
、子
育
て
が
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
核
家
族
化
が
進
み
、
出
産

後
に
親
や
家
族
に
頼
れ
な
い
母
親

が
増
え
て
い
る
状
況
の
な
か
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
よ
う
と
す
る
時

に「
産
前
・
産
後
ケ
ア
」が
重
要
で

す
。将
来
の
子
育
て
支
援
の
充
実

の
た
め
必
要
と
考
え
ま
す
が
。

住
民
生
活
部
長　
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
平
成
26

年
度
に
策
定
す
る
な
か
で
今
後
、

先
進
地
の
取
組
み
や
近
隣
市
町
村

の
状
況
等
を
調
査
研
究
し
ま
す
。

集
中
豪
雨
に
よ
る
抜
本
的
な
解
決

に「
雨
水
貯
留
施
設
」を
設
置

議
員　

下
水
道
や
河
川
へ
の
集
中

的
な
雨
水
の
流
出
に
よ
る
被
害
を

少
し
で
も
食
い
止
め
、
災
害
の
拡

大
を
防
ぐ
た
め
の
雨
水
貯
留
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。　

都
市
建
設
部
長　

集
中
豪
雨
に
よ

る
被
害
を
抑
え
る
た
め
、
河
川
・

水
路
改
修
だ
け
で
は
抜
本
的
な
問

題
解
決
は
、難
し
い
こ
と
か
ら
、町

と
し
て
、
浸
水
区
域
を
中
心
に
雨

水
貯
留
施
設
の
整
備
に
よ
る
抑
制

を
考
え
た
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

来
年
度
か
ら「
高
齢
者
優
待
券
に

I
C
O
C
A（
イ
コ
カ
）」導
入
へ

飯　髙　昭　二  議員▲JR西日本の ICカード乗車券
「ICOCA（イコカ）」

議
会
の
日
程

　

な
お
、
開
会
時
間
は
本
会
議
、
委
員
会
と
も
午
前
９
時

を
予
定
し
て
い
ま
す
（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議

終
了
後
、
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
は
午
後
１
時
30
分

か
ら
）
。

　

日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
℡
７
４
‐
１
０
０
１
内
線
３
０
２

平
成
25
年
第
5
回
定
例
会

閉
会
中
の
委
員
会一

般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

日（
木
）

日（
金
）

日（
月
）

日（
火
）

日（
水
）

日（
金
）

日（
水
）

56910111318
日（
月
）

日（
火
）

日（
木
）

日（
火
）

18192126

11
月

12
月

総
務
常
任
委
員
会

議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

2
日（
月
）本
会
議
初
日

　
　
　
（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、 

議
案
上
程
）

　
　
　
　

広
報
発
行
常
任
委
員
会

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

▲議場

▲議場内の
　傍聴席（39席）

議会を傍聴してみませんか！

　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのよ
うな発言をし、行政はどう答えているのか、みなさん
ご自身でお確かめください。
　また、本会議の会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩
町立図書館でも閲覧できます。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」
を設置しています。

（宛　先）

議会は役場3階です

▲斑鳩東小学校の図書室

教育委員会の
　　　　あり方について

里 川  宜 志 子  議員

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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議
員　

テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い

た
松
江
市
教
育
委
員
会
で
お
こ
っ

た
、
閲
覧
制
限
の
問
題
に
つ
い
て

驚
い
て
い
る
。斑
鳩
町
で
は
万
が

一
で
も
起
こ
っ
て
は
な
ら
な
い

し
、
こ
れ
ま
で
に
も
な
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
が
、
教
育
委
員
会
が

ど
う
い
う
役
割
を
果
た
す
の
か
。

姿
勢
や
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

私
は
改
め
て
見
解
を
聞
き
た
い
。

教
育
長　

松
江
市
教
育
委
員
会
で

は
、全
国
的
な
批
判
も
あ
り
、事
務

局
だ
け
で
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
手
続
き
に
不
備
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
各
学
校

へ
の
閲
覧
制
限
の
撤
回
が
妥
当
だ

と
意
見
を
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

当
町
の
教
育
委
員
会
で
は
、
毎

月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
種
々
の

議
案
の
審
議
や
報
告
を
行
う
な
か

で
、
委
員
全
体
で
の
意
思
の
疎
通

を
蜜
に
し
て
お
り
、
今
般
の
松
江

市
の
よ
う
な
教
育
長
及
び
事
務
局

で
、
独
断
で
重
大
な
事
案
を
決
定

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
に
く

い
状
況
で
あ
る
。し
か
し
、こ
の
事

例
を
教
訓
と
し
て
、
今
後
の
教
育

委
員
会
運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

私
は
教
育
法
令
な
ど
を
よ

く
読
ん
で
い
る
が
、
教
育
委
員
会

に
つ
い
て
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
。学
校
管
理
規
則

に
関
す
る
記
述
は
、す
べ
て「
教
育

委
員
会
が
」と
な
っ
て
お
り
、「
教

育
長
が
」と
は
な
っ
て
い
な
い
。委

員
に
諮
り
、
慎
重
に
審
査
や
協
議

を
進
め
て
ほ
し
い
。

学
童
保
育
の
時
間
延
長
に
つ
い
て

議
員　

何
度
も
要
望
し
て
き
て
い

る
が
、
町
の
姿
勢
が
あ
ま
り
前
向

き
で
な
い
の
が
、
学
童
保
育
の
時

間
延
長
で
あ
る
。隣
の
平
群
町
で

も
、
現
在
午
後
７
時
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。こ
れ
ま
で
斑
鳩
町
で
も

少
し
ず
つ
時
間
の
延
長
を
実
施
し

て
い
る
が
、
あ
と
30
分
の
延
長
を

し
て
７
時
ま
で
に
す
る
考
え
方
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

子
ど
も
の
学
習

活
動
や
基
本
的
生
活
習
慣
の
援
助

な
ど
、
自
立
に
向
け
た
手
助
け
を

す
る
う
え
で
、
保
育
士
や
教
員
の

有
資
格
者
を
採
用
し
て
い
る
。こ

の
有
資
格
者
の
指
導
員
の
確
保
が

現
在
で
も
難
し
い
状
況
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
時
間
延
長
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。民
間
で
、学
校
ま

で
迎
え
に
来
て
く
れ
て
、
10
時
ま

で
預
か
り
保
育
を
し
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。そ
れ
ら
の
利
用
も

選
択
の
１
つ
か
と
考
え
る
。

議
員　

斑
鳩
町
で
は
、
高
齢
者
の

社
会
生
活
の
拡
大
と
健
康
で
楽
し

く
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
高
齢
者
優
待

券（
乗
車
券
・
入
館
券
）を
交
付
さ

れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
一
方
で

は
、
利
用
し
き
れ
な
い
状
況
が
あ

る
と
の
多
く
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
の
一
般
質
問
で

「
高
齢
者
優
待
券
の
選
択
肢
の
拡

大
」に
つ
い
て
質
問
。ま
た
、
以
前

に
同
僚
議
員
か
ら
質
問
も
あ
り
、

前
向
き
に
検
討
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

こ
の
優
待
券
に
つ
い
て

は
、
他
の
議
員
か
ら
も
要
望
が
あ

り
、
平
成
26
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ａ
の
利
用
金
額
な
ど
も
含
め
て
導

入
に
向
け
て
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

優
待
券
に
つ
い
て
タ
ク

シ
ー
券
や
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル
の

チ
ケ
ッ
ト
の
優
待
の
要
望
も
あ
り

ま
す
。今
後
、事
業
の
目
的
に
沿
っ

た
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
の
方
が

利
用
し
易
く
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

内
容
と
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め
産

前
・
産
後
の
ケ
ア
事
業
の
実
施
を

議
員　

子
育
て
の
中
で
産
前
・
産

後
は
、初
め
て
の
方
に
と
っ
て
、不

安
や
戸
惑
い
な
ど
心
配
事
が
多

く
、孤
立
し
、子
育
て
が
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
核
家
族
化
が
進
み
、
出
産

後
に
親
や
家
族
に
頼
れ
な
い
母
親

が
増
え
て
い
る
状
況
の
な
か
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
よ
う
と
す
る
時

に「
産
前
・
産
後
ケ
ア
」が
重
要
で

す
。将
来
の
子
育
て
支
援
の
充
実

の
た
め
必
要
と
考
え
ま
す
が
。

住
民
生
活
部
長　
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
平
成
26

年
度
に
策
定
す
る
な
か
で
今
後
、

先
進
地
の
取
組
み
や
近
隣
市
町
村

の
状
況
等
を
調
査
研
究
し
ま
す
。

集
中
豪
雨
に
よ
る
抜
本
的
な
解
決

に「
雨
水
貯
留
施
設
」を
設
置

議
員　

下
水
道
や
河
川
へ
の
集
中

的
な
雨
水
の
流
出
に
よ
る
被
害
を

少
し
で
も
食
い
止
め
、
災
害
の
拡

大
を
防
ぐ
た
め
の
雨
水
貯
留
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。　

都
市
建
設
部
長　

集
中
豪
雨
に
よ

る
被
害
を
抑
え
る
た
め
、
河
川
・

水
路
改
修
だ
け
で
は
抜
本
的
な
問

題
解
決
は
、難
し
い
こ
と
か
ら
、町

と
し
て
、
浸
水
区
域
を
中
心
に
雨

水
貯
留
施
設
の
整
備
に
よ
る
抑
制

を
考
え
た
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

来
年
度
か
ら「
高
齢
者
優
待
券
に

I
C
O
C
A（
イ
コ
カ
）」導
入
へ

飯　髙　昭　二  議員▲JR西日本の ICカード乗車券
「ICOCA（イコカ）」

議
会
の
日
程

　

な
お
、
開
会
時
間
は
本
会
議
、
委
員
会
と
も
午
前
９
時

を
予
定
し
て
い
ま
す
（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議

終
了
後
、
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
は
午
後
１
時
30
分

か
ら
）
。

　

日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
℡
７
４
‐
１
０
０
１
内
線
３
０
２

平
成
25
年
第
5
回
定
例
会

閉
会
中
の
委
員
会一

般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

日（
木
）

日（
金
）

日（
月
）

日（
火
）

日（
水
）

日（
金
）

日（
水
）

56910111318
日（
月
）

日（
火
）

日（
木
）

日（
火
）

18192126

11
月

12
月

総
務
常
任
委
員
会

議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

2
日（
月
）本
会
議
初
日

　
　
　
（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、 

議
案
上
程
）

　
　
　
　

広
報
発
行
常
任
委
員
会

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

▲議場

▲議場内の
　傍聴席（39席）

議会を傍聴してみませんか！

　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのよ
うな発言をし、行政はどう答えているのか、みなさん
ご自身でお確かめください。
　また、本会議の会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩
町立図書館でも閲覧できます。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」
を設置しています。

（宛　先）

議会は役場3階です

▲斑鳩東小学校の図書室

教育委員会の
　　　　あり方について

里 川  宜 志 子  議員

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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厚 生常任委員会

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
認
定
第
２
号　

町
道
認
定
に
つ

い
て

　

今
回
の
認
定
に
付
す
べ
き
路

線
、
町
道
４
０
６
１
号
線
、
斑
鳩

町
龍
田
南
４
丁
目
５
０
９
番
１
先

を
起
点
と
し
、
同
所
４
２
５
番
25

先
を
終
点
と
す
る
道
路
と
、
町
道

４
０
６
２
号
線
、
斑
鳩
町
服
部
２

丁
目
１
０
９
番
12
先
を
起
点
と

し
、
同
所
１
０
９
番
18
先
を
終
点

と
す
る
道
路
の
２
路
線
の
認
定
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
結

果
、
当
委
員
会
と
し
て
満
場
一
致

で
認
定
し
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　

主
要
な
幹
線
工
事
で
は
、
平
成

23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の

３
か
年
継
続
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
岡
本
汚
水
幹
線
２
工

区
工
事
で
は
、
７
月
末
に
シ
ー
ル

ド
工
法
に
よ
る
管
渠
築
造
が
完
了

し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
25
年
度
の
面
整
備

工
事
は
、
稲
葉
西
１
丁
目
・
２
丁

目
地
内
の
５
工
区
―
１
工
事
で

は
、
立
坑
の
築
造
が
完
了
し
、
推

進
工
事
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
法
隆
寺
西
３
丁
目
地
内

の
25
工
区
―
４
工
事
、
阿
波
２
丁

目
地
内
の
16
工
区
―
４
工
事
に
つ

い
て
は
、
８
月
９
日
に
入
札
を
執

行
し
、
今
後
、
打
合
せ
及
び
施
工

協
議
を
行
い
、
３
月
末
の
完
成
に

向
け
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
接
続
申
請
状
況

は
、
平
成
25
年
７
月
31
日
現
在
で

は
、
平
成
25
年
度
に
入
り
、
96
件

の
接
続
申
請
で
、申
請
総
数
が
２
，

８
１
１
件
、
利
用
世
帯
総
数
が
、

３
，
１
９
７
世
帯
と
な
り
、
接
続

率
は
、
65
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
に
つ

い
て
、
工
事
の
関
係
で
は
岩
瀬
橋

西
詰
め
交
差
点
に
お
い
て
、
工
事

実
施
に
伴
う
迂
回
路
の
確
保
を
し

な
が
ら
、
交
差
点
付
近
に
お
い
て

必
要
な
擁
壁
や
、
排
水
構
造
物
の

設
置
工
事
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
岩
瀬
橋
西
詰
付
近
か
ら

三
室
交
差
点
ま
で
の
道
路
計
画
等

に
つ
い
て
、
９
月
11
日
に
紅
葉
ヶ

丘
自
治
会
関
係
役
員
の
方
々
に
奈

良
国
道
か
ら
道
路
構
造
に
関
し
て

説
明
が
さ
れ
、
地
元
と
の
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
隆
寺
線
整
備
事
業
で
は
、
国

道
25
号
取
り
付
け
部
分
の
１
件
に

つ
い
て
、
７
月
24
日
に
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
会
社
担
当
者
か
ら
施
設
の

配
置
計
画
案
の
提
案
が
あ
り
、
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
提

供
さ
れ
た
施
設
の
配
置
計
画
案
に

基
き
、
代
替
地
と
し
て
提
供
す
る

範
囲
及
び
面
積
の
確
定
を
行
う
た

め
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

駅
北
口
か
ら
の
南
北
の
町
道
３

１
２
号
線
、
通
称
５
号
線
の
整
備

の
関
係
で
、
路
線
東
側
で
残
っ
て

い
る
１
件
に
つ
い
て
、
去
る
７
月

22
日
に
用
地
の
売
買
契
約
の
締
結

が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
９
月
10
日

よ
り
物
件
の
撤
去
作
業
に
着
手
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
支
障
物
件

が
撤
去
さ
れ
た
後
、
暫
定
的
に
こ

の
部
分
を
整
備
し
、
当
該
部
分
、

南
側
と
同
様
に
歩
行
者
が
通
行
で

き
る
よ
う
改
良
を
し
て
い
き
た
い

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
の
策
定

　

こ
の
策
定
に
あ
た
り
、
歴
史
的

価
値
の
あ
る
建
物
の
修
復
や
空
き

家
対
策
、
そ
し
て
公
共
施
設
の
整

備
、
歴
史
的
街
並
み
に
調
和
し
た

店
舗
展
開
な
ど
に
よ
る
活
力
あ
る

歴
史
的
空
間
の
整
備
を
積
極
的
に

行
い
、
斑
鳩
町
と
し
て
、「
斑
鳩

の
里
の
歴
史
的
風
致
」
の
価
値
を

再
評
価
し
、
歴
史
的
資
産
を
維
持

活
用
し
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
飯
高
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案
3
件
可
決

◎
議
案
第
38
号　

平
成
25
年
度

斑
鳩
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

　

前
期
高
齢
者
交
付
金
の
概
算
の

確
定
に
よ
り
、国
・
県
支
出
金
な
ど

の
確
定
と
前
年
度
療
養
給
付
費
負

担
金
な
ど
の
精
算
、前
年
度
繰
上

充
用
の
執
行
に
伴
う
補
正
。

　

委
員
か
ら
は
、国
保
の
広
域
化
の

動
向
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、県

が
27
年
を
目
途
に
広
域
的
な
運
営

を
目
指
し
て
来
て
い
る
が
、国
は
29

年
に
都
道
府
県
単
位
で
や
っ
て
い
く

よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、こ
れ

ら
を
整
理
す
る
協
議
が
行
わ
れ
て

い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
議
案
第
39
号　

平
成
25
年
度

斑
鳩
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
決
算
に
伴
う
繰

越
金
と
各
負
担
金
、補
助
金
、交
付

金
な
ど
の
精
算
に
よ
る
補
正
。

　

24
年
度
で
剰
余
金
が
多
か
っ
た
こ

と
と
、ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
時
間
短
縮

と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る

の
か
と
い
う
質
疑
が
あ
り
、ヘ
ル
パ
ー

派
遣
の
状
況
な
ど
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

給
付
と
な
る
よ
う
に
今
後
も
状
況

把
握
し
て
い
く
と
説
明
さ
れ
て
い
ま

す
。

◎
議
案
第
40
号　

平
成
25
年
度

斑
鳩
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
決
算
の
繰
越
し

と
、出
納
整
理
期
間
中
の
出
入
に

伴
う
補
正
。

　

国
保
の
都
道
府
県
で
の
運
営
主

体
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
広
域
連

合
で
の
運
営
は
矛
盾
が
生
じ
な
い
の

か
、県
と
係
わ
る
問
題
で
あ
り
、今

後
の
県
と
の
会
議
で
協
議
す
る
よ

う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
･

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　

白
石
畑
の
最
終
処
分
場
で
行
わ

れ
て
い
る
ご
み
積
み
替
え
施
設
整
備

工
事
の
経
過
と
今
後
の
予
定
。生
ご

み
分
別
収
集
モ
デ
ル
事
業
の
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

①
大
き
な
機
材
の
搬
入
に
伴
う
安

全
確
保
の
対
策
と
、搬
入
ル
ー
ト
に

つ
い
て

②
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
の
運
行
に
伴
う

道
路
の
維
持
の
安
全
性
に
つ
い
て

③
紙
お
む
つ
用
袋
は
年
齢
に
よ
っ
て

必
要
枚
数
に
差
が
あ
り
、総
枠
の
枚

数
を
変
え
ず
に
、年
齢
別
配
布
枚

数
の
設
定
を
検
討
す
る
こ
と
に
つ
い

て④
生
ご
み
分
別
収
集
モ
デ
ル
地
区
の

拡
大
の
予
定
に
つ
い
て

な
ど
の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
他

・健
康
対
策
課
か
ら
、斑
鳩
町
と
畿

央
大
学
と
の
包
括
的
な
連
携
協
力

に
つ
い
て

・
福
祉
課
か
ら
、あ
わ
保
育
園
の
駐

車
場
整
備
の
経
過
報
告
に
つ
い
て

・福
祉
課
介
護
保
険
料
の
８
月
特
徴

で
の
間
違
い
に
よ
る
そ
の
後
の
事
務

処
理
の
状
況
に
つ
い
て

　　

以
上
３
件
の
報
告
に
つ
い
て
は
、

委
員
か
ら
特
段
の
質
疑
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
）

　９月１７日（火）に全委員出席のもと、委員
会を開催しました。
　３件の付託議案は、すべて満場一致で可決
しました。

　

９
月
13
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
１
議
案

を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て
も
審
査
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

▲岩瀬橋西詰め交差点の迂回路

▲ごみ積み替え施設のダストドラムの
　現地調査を行いました。

委員会のうごき委員会のうごき
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厚 生常任委員会

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
認
定
第
２
号　

町
道
認
定
に
つ

い
て

　

今
回
の
認
定
に
付
す
べ
き
路

線
、
町
道
４
０
６
１
号
線
、
斑
鳩

町
龍
田
南
４
丁
目
５
０
９
番
１
先

を
起
点
と
し
、
同
所
４
２
５
番
25

先
を
終
点
と
す
る
道
路
と
、
町
道

４
０
６
２
号
線
、
斑
鳩
町
服
部
２

丁
目
１
０
９
番
12
先
を
起
点
と

し
、
同
所
１
０
９
番
18
先
を
終
点

と
す
る
道
路
の
２
路
線
の
認
定
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
結

果
、
当
委
員
会
と
し
て
満
場
一
致

で
認
定
し
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　

主
要
な
幹
線
工
事
で
は
、
平
成

23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の

３
か
年
継
続
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
岡
本
汚
水
幹
線
２
工

区
工
事
で
は
、
７
月
末
に
シ
ー
ル

ド
工
法
に
よ
る
管
渠
築
造
が
完
了

し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
25
年
度
の
面
整
備

工
事
は
、
稲
葉
西
１
丁
目
・
２
丁

目
地
内
の
５
工
区
―
１
工
事
で

は
、
立
坑
の
築
造
が
完
了
し
、
推

進
工
事
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
法
隆
寺
西
３
丁
目
地
内

の
25
工
区
―
４
工
事
、
阿
波
２
丁

目
地
内
の
16
工
区
―
４
工
事
に
つ

い
て
は
、
８
月
９
日
に
入
札
を
執

行
し
、
今
後
、
打
合
せ
及
び
施
工

協
議
を
行
い
、
３
月
末
の
完
成
に

向
け
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
接
続
申
請
状
況

は
、
平
成
25
年
７
月
31
日
現
在
で

は
、
平
成
25
年
度
に
入
り
、
96
件

の
接
続
申
請
で
、申
請
総
数
が
２
，

８
１
１
件
、
利
用
世
帯
総
数
が
、

３
，
１
９
７
世
帯
と
な
り
、
接
続

率
は
、
65
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
に
つ

い
て
、
工
事
の
関
係
で
は
岩
瀬
橋

西
詰
め
交
差
点
に
お
い
て
、
工
事

実
施
に
伴
う
迂
回
路
の
確
保
を
し

な
が
ら
、
交
差
点
付
近
に
お
い
て

必
要
な
擁
壁
や
、
排
水
構
造
物
の

設
置
工
事
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
岩
瀬
橋
西
詰
付
近
か
ら

三
室
交
差
点
ま
で
の
道
路
計
画
等

に
つ
い
て
、
９
月
11
日
に
紅
葉
ヶ

丘
自
治
会
関
係
役
員
の
方
々
に
奈

良
国
道
か
ら
道
路
構
造
に
関
し
て

説
明
が
さ
れ
、
地
元
と
の
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
隆
寺
線
整
備
事
業
で
は
、
国

道
25
号
取
り
付
け
部
分
の
１
件
に

つ
い
て
、
７
月
24
日
に
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
会
社
担
当
者
か
ら
施
設
の

配
置
計
画
案
の
提
案
が
あ
り
、
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
提

供
さ
れ
た
施
設
の
配
置
計
画
案
に

基
き
、
代
替
地
と
し
て
提
供
す
る

範
囲
及
び
面
積
の
確
定
を
行
う
た

め
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

駅
北
口
か
ら
の
南
北
の
町
道
３

１
２
号
線
、
通
称
５
号
線
の
整
備

の
関
係
で
、
路
線
東
側
で
残
っ
て

い
る
１
件
に
つ
い
て
、
去
る
７
月

22
日
に
用
地
の
売
買
契
約
の
締
結

が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
９
月
10
日

よ
り
物
件
の
撤
去
作
業
に
着
手
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
支
障
物
件

が
撤
去
さ
れ
た
後
、
暫
定
的
に
こ

の
部
分
を
整
備
し
、
当
該
部
分
、

南
側
と
同
様
に
歩
行
者
が
通
行
で

き
る
よ
う
改
良
を
し
て
い
き
た
い

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
の
策
定

　

こ
の
策
定
に
あ
た
り
、
歴
史
的

価
値
の
あ
る
建
物
の
修
復
や
空
き

家
対
策
、
そ
し
て
公
共
施
設
の
整

備
、
歴
史
的
街
並
み
に
調
和
し
た

店
舗
展
開
な
ど
に
よ
る
活
力
あ
る

歴
史
的
空
間
の
整
備
を
積
極
的
に

行
い
、
斑
鳩
町
と
し
て
、「
斑
鳩

の
里
の
歴
史
的
風
致
」
の
価
値
を

再
評
価
し
、
歴
史
的
資
産
を
維
持

活
用
し
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
飯
高
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案
3
件
可
決

◎
議
案
第
38
号　

平
成
25
年
度

斑
鳩
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

　

前
期
高
齢
者
交
付
金
の
概
算
の

確
定
に
よ
り
、国
・
県
支
出
金
な
ど

の
確
定
と
前
年
度
療
養
給
付
費
負

担
金
な
ど
の
精
算
、前
年
度
繰
上

充
用
の
執
行
に
伴
う
補
正
。

　

委
員
か
ら
は
、国
保
の
広
域
化
の

動
向
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、県

が
27
年
を
目
途
に
広
域
的
な
運
営

を
目
指
し
て
来
て
い
る
が
、国
は
29

年
に
都
道
府
県
単
位
で
や
っ
て
い
く

よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、こ
れ

ら
を
整
理
す
る
協
議
が
行
わ
れ
て

い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
議
案
第
39
号　

平
成
25
年
度

斑
鳩
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
決
算
に
伴
う
繰

越
金
と
各
負
担
金
、補
助
金
、交
付

金
な
ど
の
精
算
に
よ
る
補
正
。

　

24
年
度
で
剰
余
金
が
多
か
っ
た
こ

と
と
、ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
時
間
短
縮

と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る

の
か
と
い
う
質
疑
が
あ
り
、ヘ
ル
パ
ー

派
遣
の
状
況
な
ど
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

給
付
と
な
る
よ
う
に
今
後
も
状
況

把
握
し
て
い
く
と
説
明
さ
れ
て
い
ま

す
。

◎
議
案
第
40
号　

平
成
25
年
度

斑
鳩
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
決
算
の
繰
越
し

と
、出
納
整
理
期
間
中
の
出
入
に

伴
う
補
正
。

　

国
保
の
都
道
府
県
で
の
運
営
主

体
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
広
域
連

合
で
の
運
営
は
矛
盾
が
生
じ
な
い
の

か
、県
と
係
わ
る
問
題
で
あ
り
、今

後
の
県
と
の
会
議
で
協
議
す
る
よ

う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
･

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　

白
石
畑
の
最
終
処
分
場
で
行
わ

れ
て
い
る
ご
み
積
み
替
え
施
設
整
備

工
事
の
経
過
と
今
後
の
予
定
。生
ご

み
分
別
収
集
モ
デ
ル
事
業
の
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

①
大
き
な
機
材
の
搬
入
に
伴
う
安

全
確
保
の
対
策
と
、搬
入
ル
ー
ト
に

つ
い
て

②
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
の
運
行
に
伴
う

道
路
の
維
持
の
安
全
性
に
つ
い
て

③
紙
お
む
つ
用
袋
は
年
齢
に
よ
っ
て

必
要
枚
数
に
差
が
あ
り
、総
枠
の
枚

数
を
変
え
ず
に
、年
齢
別
配
布
枚

数
の
設
定
を
検
討
す
る
こ
と
に
つ
い

て④
生
ご
み
分
別
収
集
モ
デ
ル
地
区
の

拡
大
の
予
定
に
つ
い
て

な
ど
の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
他

・健
康
対
策
課
か
ら
、斑
鳩
町
と
畿

央
大
学
と
の
包
括
的
な
連
携
協
力

に
つ
い
て

・
福
祉
課
か
ら
、あ
わ
保
育
園
の
駐

車
場
整
備
の
経
過
報
告
に
つ
い
て

・福
祉
課
介
護
保
険
料
の
８
月
特
徴

で
の
間
違
い
に
よ
る
そ
の
後
の
事
務

処
理
の
状
況
に
つ
い
て

　　

以
上
３
件
の
報
告
に
つ
い
て
は
、

委
員
か
ら
特
段
の
質
疑
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
）

　９月１７日（火）に全委員出席のもと、委員
会を開催しました。
　３件の付託議案は、すべて満場一致で可決
しました。

　

９
月
13
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
１
議
案

を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て
も
審
査
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

▲岩瀬橋西詰め交差点の迂回路

▲ごみ積み替え施設のダストドラムの
　現地調査を行いました。

委員会のうごき委員会のうごき

1213



議 会運営委員会

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
37
号　

平
成
25
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）に
つ
い
て

　

主
な
も
の
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い

交
流
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
の
里
第

２
駐
車
場
へ
の
歩
行
者
用
通
路
の

拡
幅
工
事
や
、
斑
鳩
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
事
業
に
対
す
る
補

助
金
支
出
の
た
め
の
予
算
補
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
陳
情
第
２
号　

平
成
25
年
度
及

び
平
成
26
年
度
理
科
教
育
設
備
整

備
等
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い
て

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
新
学

習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
老
朽
化
し

た
実
験
器
具
の
更
新
な
ど
、
設
備

の
充
実
を
求
め
る
と
い
う
趣
旨
の

陳
情
で
し
た
が
、
斑
鳩
町
で
は
、

備
品
の
更
新
や
新
た
に
必
要
と

な
っ
た
物
の
購
入
も
す
で
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陳
情
の
願

意
は
達
成
さ
れ
て
い
る
と
の
審
査

結
果
で
し
た
。

　
（
結
果
）
満
場
一
致
で
不
採
択

◎
陳
情
第
３
号　

青
少
年
健
全
育

成
基
本
法
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

　

斑
鳩
町
議
会
と
し
て
、「
青
少

年
健
全
育
成
基
本
法
」
を
早
急
に

制
定
す
る
よ
う
要
望
す
る
意
見
書

を
国
会
及
び
政
府
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
と
い
う
陳
情
の
趣
旨

に
対
し
、
委
員
よ
り
、
陳
情
書
を

採
択
し
国
へ
意
見
書
を
提
出
す
べ

き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
結
果
）
満
場
一
致
で
採
択

　

継
続
審
査
案
件

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
20
周
年
記

念
事
業
「
法
隆
寺
を
未
来
に
た
く

す
―
法
隆
寺
昭
和
大
修
理
展
―
」

へ
の
見
学
者
が
１
，
３
５
０
名
、

「
法
隆
寺
昭
和
大
修
理
―
古
代
技

術
の
解
明
と
復
元
―
」
記
念
講
演

に
は
、
２
７
０
名
の
参
加
が
あ
っ

た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
２
日
〜
12
月
１
日

の
期
間
で
、
秋
季
特
別
展
「
斑
鳩 

藤
ノ
木
古
墳
の
銅
鏡
展
―
鏡
副
葬

の
意
義
を
さ
ぐ
る
―
」
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
あ
わ

せ
て
11
月
２
日
・
３
日
で
藤
ノ
木

古
墳
の
石
室
特
別
公
開
が
予
定
さ

れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

史
跡
中
宮
寺
跡
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
実
施
設
計
の

作
成
を
行
っ
て
お
り
、
塔
基
壇
や

金
堂
基
壇
部
分
に
お
け
る
復
元
礎

石
の
表
現
方
法
や
東
屋
・
ト
イ
レ
・

ベ
ン
チ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
町
消
防
施
設
整
備
事
業
等

補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
を
改
正

す
る
要
綱
に
つ
い
て

　

自
衛
消
防
団
の
定
義
の
明
確
化

や
補
助
金
の
申
請
手
続
き
を
明
確

に
す
る
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

○
第
４
次
斑
鳩
町
行
政
改
革
前
期

実
施
計
画
に
つ
い
て

　

昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
「
第

４
次
斑
鳩
町
行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
き
、
改
革
の
具
体
的
な
取
り

組
み
内
容
を
「
取
り
組
み
項
目
」

と
し
て
設
定
し
、
継
続
的
か
つ
着

実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
策
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

○
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
に
つ
い
て

　

大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、

ま
ず
近
畿
圏
で
の
防
災
協
定
締
結

に
取
り
組
む
と
い
う
考
え
方
に
基

づ
き
、
今
回
、
和
歌
山
県
西
牟
婁

郡
上
富
田
町
と
協
定
を
結
び
、
さ

ら
に
、
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
、

京
都
府
与
謝
郡
与
謝
野
町
と
の
協

定
に
向
け
、
協
議
中
で
あ
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
奈
良
県
消
防
広
域
化
の
状
況
に

つ
い
て

　

今
年
９
月
３
日
の
協
議
会
で
奈

良
県
広
域
消
防
組
合
設
立
が
正
式

に
合
意
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
、
今

年
12
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
設
立

時
期
が
平
成
26
年
４
月
１
日
に
延

期
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
他

・
避
難
勧
告
メ
ー
ル
に
つ
い
て

・
地
域
集
会
所
建
築
に
か
か
る
坪

単
価
に
つ
い
て

・
防
犯
灯
設
置
の
対
応
に
つ
い
て

・
自
治
会
の
範
囲
等
に
つ
い
て

質
疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
木
澤
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
陳
情
第
４
号　

道
州
制
導
入
に

反
対
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

　

全
委
員
に
意
見
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
採
択
・
不
採
択
の
両
方
の
意

見
が
あ
り
、討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

反
対
の
意
見
は
、「
道
州
制
は
、

明
治
以
来
の
国
の
フ
ル
モ
デ
ル

チ
ェ
ン
ジ
で
あ
っ
て
、
賛
否
両
論

あ
る
の
は
当
然
で
す
。
都
道
府
県

を
廃
止
し
て
、
そ
れ
に
代
わ
る
新

し
い
広
域
自
治
体
と
し
て
の
道
州

政
府
を
作
る
こ
と
は
、
統
治
機
構

の
ス
リ
ム
化
で
あ
り
ま
す
。
将
来

の
日
本
に
は
、
よ
り
広
域
的
な
地

域
政
策
や
戦
略
が
必
要
と
な
り
、

こ
の
道
州
制
構
想
が
豊
か
な
自
治

を
実
現
で
き
る
の
か
否
か
の
議
論

が
必
要
な
今
の
段
階
で
、
道
州
制

導
入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書
の

提
出
に
は
反
対
で
あ
る
。」

　

一
方
、
賛
成
の
意
見
は
、「
こ

の
道
州
制
導
入
は
、
住
民
自
治
の

衰
退
を
招
く
も
の
で
あ
り
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
の
全
国
大
会
や

都
道
府
県
会
長
会
で
絶
対
導
入
反

対
の
決
議
を
し
て
、
政
府
や
国
会

に
要
望
し
て
き
た
が
、
国
会
審
議

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
地
方
を
無
視
し
た

『
導
入
あ
り
き
』
の
や
り
方
に
対

し
て
、
反
対
の
意
見
書
を
提
出
す

べ
き
で
あ
る
。」

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
陳

情
書
を
採
択
し
、
議
員
発
議
に
よ

り
意
見
書
を
本
会
議
に
提
案
す
る

こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
小
野
委
員
長
記
）

　

９
月
18
日
に
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た

議
案
や
、ま
た
、継
続
審
査
中
の
案
件
、さ
ら
に
各
課
か
ら
の
報
告
事
項
な
ど

に
対
す
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　９月１９日、本定例会初日に追加日程として、本会議
から付託を受けました議案を審議しました。

総
務
常
任
委
員
会

平成２４年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　２４年度では、特に、ふるさと秋祭りで問題が生じたこ
とが上げられます。また、学童保育の７時までの時間延長
を求めても、実現できていません。幼稚園の運営について
も、教頭を廃止してからの改善を求めても、動きがありま
せん。職員の定年退職が続くことに併せて、採用を増やす
よう求めてきましたが、減る一方で、職員の十分な育成が
できません。臨時職員の採用が過度になっていますが、待
遇が悪く採用が困難なときが見られます。
　公費派遣の人権研修、小中学校の補修、改修のあり方、
人事考課制度、観光事業、パークウェイなど、改善を必要
とされることが、山積みになっています。
　町長の長期政権のなかで、住民のみなさんからもいろ
いろな声があがってきます。トップダウンの独断専行は
改善すべきです。イエスマンを増やすだけでは、組織は成
長しません。会社でも取締役会での決定が重要ですが、行
政でも同じだと思います。町長の最も重要なことは、最終
的な責任と決断です。あとは、職員の自主性、創造力、能
力・資質向上には何が重要か、職員一人ひとりに考えて
もらい、幹部職員の意見を取り入れ、みんなで成長する斑
鳩町となるようにしていただきたいということを求め
て、反対の意見といたします。

【賛　成　意　見】　辻　議　員

　人口減少、少子高齢化の進行、行政ニーズの多様化・高
度化、厳しい財政状況など、社会経済環境が大きく変化す
る中にあって、市町村は、住民にもっとも身近な自治体と
して、日々変化する行政ニーズに応えていかなければな
りません。
　こうした中で、町では、平成２４年度一般会計予算の執
行を通して、町が直面する行政課題に的確に対応される
とともに、住民が安全で安心して暮らせる社会の実現に
向けて、新たにロタウイルスを加えた予防接種の公費負
担などの「子育て・教育」、高齢者肺炎球菌ワクチン接種
の助成制度の拡大などの「健康づくり」、ゼロ・ウェイス
トの考え方を持った脱焼却・脱埋立てを新たなごみ処理
の方針に掲げた「ごみ減量化・資源化」などに着実に取り
組まれました。
　以上のように、町においては、厳しい環境のなかであっ
ても、町民ニーズの把握に努められ、さらなる住民福祉の
向上を図るため、諸施策の推進に真剣に取り組まれてき
たものと考えます。
　反対者の意見は、「木」を見て、「森」を見ない意見で、町
行政全体を判断していないと思います。

■■■■■■■本 会 議 で の 討 論

委員会のうごき委員会のうごき
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議 会運営委員会

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
37
号　

平
成
25
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）に
つ
い
て

　

主
な
も
の
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い

交
流
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
の
里
第

２
駐
車
場
へ
の
歩
行
者
用
通
路
の

拡
幅
工
事
や
、
斑
鳩
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
事
業
に
対
す
る
補

助
金
支
出
の
た
め
の
予
算
補
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
陳
情
第
２
号　

平
成
25
年
度
及

び
平
成
26
年
度
理
科
教
育
設
備
整

備
等
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い
て

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
新
学

習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
老
朽
化
し

た
実
験
器
具
の
更
新
な
ど
、
設
備

の
充
実
を
求
め
る
と
い
う
趣
旨
の

陳
情
で
し
た
が
、
斑
鳩
町
で
は
、

備
品
の
更
新
や
新
た
に
必
要
と

な
っ
た
物
の
購
入
も
す
で
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陳
情
の
願

意
は
達
成
さ
れ
て
い
る
と
の
審
査

結
果
で
し
た
。

　
（
結
果
）
満
場
一
致
で
不
採
択

◎
陳
情
第
３
号　

青
少
年
健
全
育

成
基
本
法
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

　

斑
鳩
町
議
会
と
し
て
、「
青
少

年
健
全
育
成
基
本
法
」
を
早
急
に

制
定
す
る
よ
う
要
望
す
る
意
見
書

を
国
会
及
び
政
府
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
と
い
う
陳
情
の
趣
旨

に
対
し
、
委
員
よ
り
、
陳
情
書
を

採
択
し
国
へ
意
見
書
を
提
出
す
べ

き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
結
果
）
満
場
一
致
で
採
択

　

継
続
審
査
案
件

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
20
周
年
記

念
事
業
「
法
隆
寺
を
未
来
に
た
く

す
―
法
隆
寺
昭
和
大
修
理
展
―
」

へ
の
見
学
者
が
１
，
３
５
０
名
、

「
法
隆
寺
昭
和
大
修
理
―
古
代
技

術
の
解
明
と
復
元
―
」
記
念
講
演

に
は
、
２
７
０
名
の
参
加
が
あ
っ

た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
２
日
〜
12
月
１
日

の
期
間
で
、
秋
季
特
別
展
「
斑
鳩 

藤
ノ
木
古
墳
の
銅
鏡
展
―
鏡
副
葬

の
意
義
を
さ
ぐ
る
―
」
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
あ
わ

せ
て
11
月
２
日
・
３
日
で
藤
ノ
木

古
墳
の
石
室
特
別
公
開
が
予
定
さ

れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

史
跡
中
宮
寺
跡
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
実
施
設
計
の

作
成
を
行
っ
て
お
り
、
塔
基
壇
や

金
堂
基
壇
部
分
に
お
け
る
復
元
礎

石
の
表
現
方
法
や
東
屋
・
ト
イ
レ
・

ベ
ン
チ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
町
消
防
施
設
整
備
事
業
等

補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
を
改
正

す
る
要
綱
に
つ
い
て

　

自
衛
消
防
団
の
定
義
の
明
確
化

や
補
助
金
の
申
請
手
続
き
を
明
確

に
す
る
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

○
第
４
次
斑
鳩
町
行
政
改
革
前
期

実
施
計
画
に
つ
い
て

　

昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
「
第

４
次
斑
鳩
町
行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
き
、
改
革
の
具
体
的
な
取
り

組
み
内
容
を
「
取
り
組
み
項
目
」

と
し
て
設
定
し
、
継
続
的
か
つ
着

実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
策
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

○
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
に
つ
い
て

　

大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、

ま
ず
近
畿
圏
で
の
防
災
協
定
締
結

に
取
り
組
む
と
い
う
考
え
方
に
基

づ
き
、
今
回
、
和
歌
山
県
西
牟
婁

郡
上
富
田
町
と
協
定
を
結
び
、
さ

ら
に
、
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
、

京
都
府
与
謝
郡
与
謝
野
町
と
の
協

定
に
向
け
、
協
議
中
で
あ
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
奈
良
県
消
防
広
域
化
の
状
況
に

つ
い
て

　

今
年
９
月
３
日
の
協
議
会
で
奈

良
県
広
域
消
防
組
合
設
立
が
正
式

に
合
意
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
、
今

年
12
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
設
立

時
期
が
平
成
26
年
４
月
１
日
に
延

期
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
他

・
避
難
勧
告
メ
ー
ル
に
つ
い
て

・
地
域
集
会
所
建
築
に
か
か
る
坪

単
価
に
つ
い
て

・
防
犯
灯
設
置
の
対
応
に
つ
い
て

・
自
治
会
の
範
囲
等
に
つ
い
て

質
疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
木
澤
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
陳
情
第
４
号　

道
州
制
導
入
に

反
対
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

　

全
委
員
に
意
見
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
採
択
・
不
採
択
の
両
方
の
意

見
が
あ
り
、討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

反
対
の
意
見
は
、「
道
州
制
は
、

明
治
以
来
の
国
の
フ
ル
モ
デ
ル

チ
ェ
ン
ジ
で
あ
っ
て
、
賛
否
両
論

あ
る
の
は
当
然
で
す
。
都
道
府
県

を
廃
止
し
て
、
そ
れ
に
代
わ
る
新

し
い
広
域
自
治
体
と
し
て
の
道
州

政
府
を
作
る
こ
と
は
、
統
治
機
構

の
ス
リ
ム
化
で
あ
り
ま
す
。
将
来

の
日
本
に
は
、
よ
り
広
域
的
な
地

域
政
策
や
戦
略
が
必
要
と
な
り
、

こ
の
道
州
制
構
想
が
豊
か
な
自
治

を
実
現
で
き
る
の
か
否
か
の
議
論

が
必
要
な
今
の
段
階
で
、
道
州
制

導
入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書
の

提
出
に
は
反
対
で
あ
る
。」

　

一
方
、
賛
成
の
意
見
は
、「
こ

の
道
州
制
導
入
は
、
住
民
自
治
の

衰
退
を
招
く
も
の
で
あ
り
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
の
全
国
大
会
や

都
道
府
県
会
長
会
で
絶
対
導
入
反

対
の
決
議
を
し
て
、
政
府
や
国
会

に
要
望
し
て
き
た
が
、
国
会
審
議

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
地
方
を
無
視
し
た

『
導
入
あ
り
き
』
の
や
り
方
に
対

し
て
、
反
対
の
意
見
書
を
提
出
す

べ
き
で
あ
る
。」

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
陳

情
書
を
採
択
し
、
議
員
発
議
に
よ

り
意
見
書
を
本
会
議
に
提
案
す
る

こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
小
野
委
員
長
記
）

　

９
月
18
日
に
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た

議
案
や
、ま
た
、継
続
審
査
中
の
案
件
、さ
ら
に
各
課
か
ら
の
報
告
事
項
な
ど

に
対
す
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　９月１９日、本定例会初日に追加日程として、本会議
から付託を受けました議案を審議しました。

総
務
常
任
委
員
会

平成２４年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　２４年度では、特に、ふるさと秋祭りで問題が生じたこ
とが上げられます。また、学童保育の７時までの時間延長
を求めても、実現できていません。幼稚園の運営について
も、教頭を廃止してからの改善を求めても、動きがありま
せん。職員の定年退職が続くことに併せて、採用を増やす
よう求めてきましたが、減る一方で、職員の十分な育成が
できません。臨時職員の採用が過度になっていますが、待
遇が悪く採用が困難なときが見られます。
　公費派遣の人権研修、小中学校の補修、改修のあり方、
人事考課制度、観光事業、パークウェイなど、改善を必要
とされることが、山積みになっています。
　町長の長期政権のなかで、住民のみなさんからもいろ
いろな声があがってきます。トップダウンの独断専行は
改善すべきです。イエスマンを増やすだけでは、組織は成
長しません。会社でも取締役会での決定が重要ですが、行
政でも同じだと思います。町長の最も重要なことは、最終
的な責任と決断です。あとは、職員の自主性、創造力、能
力・資質向上には何が重要か、職員一人ひとりに考えて
もらい、幹部職員の意見を取り入れ、みんなで成長する斑
鳩町となるようにしていただきたいということを求め
て、反対の意見といたします。

【賛　成　意　見】　辻　議　員

　人口減少、少子高齢化の進行、行政ニーズの多様化・高
度化、厳しい財政状況など、社会経済環境が大きく変化す
る中にあって、市町村は、住民にもっとも身近な自治体と
して、日々変化する行政ニーズに応えていかなければな
りません。
　こうした中で、町では、平成２４年度一般会計予算の執
行を通して、町が直面する行政課題に的確に対応される
とともに、住民が安全で安心して暮らせる社会の実現に
向けて、新たにロタウイルスを加えた予防接種の公費負
担などの「子育て・教育」、高齢者肺炎球菌ワクチン接種
の助成制度の拡大などの「健康づくり」、ゼロ・ウェイス
トの考え方を持った脱焼却・脱埋立てを新たなごみ処理
の方針に掲げた「ごみ減量化・資源化」などに着実に取り
組まれました。
　以上のように、町においては、厳しい環境のなかであっ
ても、町民ニーズの把握に努められ、さらなる住民福祉の
向上を図るため、諸施策の推進に真剣に取り組まれてき
たものと考えます。
　反対者の意見は、「木」を見て、「森」を見ない意見で、町
行政全体を判断していないと思います。

■■■■■■■本 会 議 で の 討 論
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「（仮称）青少年健全育成基本法」の早期制定を求める意見書について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　私は、３人の子どもを育て、今９人の孫がいます。子ど
もたちの健全な育成を、常に、強く願っているものです。
　子育てに悩みながらも、考え抜いてポリシーも持っ
て、愛情を込めて子育てをしてきたものです。その人の
心や気持ち、考え方などは法律や条例で決めるものでは
ありません。
　子どもたちには愛情をもって育てていくことが、最も
重要です。
　子どもを健全に育てていくには、自分は何がしたい
か。何になりたいか。どういう生き方をしたいか。そうい
う目標を持ったり、自分の行動に責任を持つことであっ
たり、自分というものをきちんと見つめることができる
ように、たくさんの愛情で育てていくことが最も重要で
す。
　子どもたちの健やかな成長を願うのであれば、法律よ
りも、悩んでいる親が、子どもが、安心して相談できる、
相談しやすいというシステムが最も必要であるという
ことを申し上げ、愛情を込めて子育てをしてきたものと
して、斑鳩町の子どもたちが健全に成長することを心か
ら願い、反対の意見といたします。

【賛　成　意　見】　伴　議　員

　今日の日本では、信じられないような凶悪な少年犯罪
が、頻繁に起こるようになってしまっているのが現状に
なってしまっています。
　その原因の一つとされている、子ども達を取り巻く環
境の悪化は、いうまでもありません。
　具体的には、ホラーやアダルトゲーム、ポルノコミッ
クなど、過激な性情報や残忍な暴力シーンが簡単に目に
できる環境となっています。
　つまり、青少年を取り巻く環境は、表現の自由等の考
えの下、あまりにも劣悪のまま放置されていると言わざ
るを得ません。
　これからの日本を担う青少年に対しての有害環境を
なくすために、意見書に書かれておりますように基本理
念や方針等を明確にし、一貫性のある包括的・体系的な
法整備を図ることが必要になってしまっていると考え
ざるを得ません。
　このようなことから、青少年健全育成基本法の早期制
定を求める意見書の提出に対して賛成します。

道州制導入に反対する意見書について

【反　対　意　見】　飯　髙　議　員

　道州制は、大きな制度改革であり、いろいろな分野に
影響があることから、国民に理解を求めながら、大きな
プラスを生む効果となるよう努力が必要です。
　今回の道州制推進基本法案（骨子案）の趣旨は、「道州
制の制度設計を議論する場と手続きを定める法律であ
り、道州制の導入そのものを定めるものではありませ
ん。」反対の意見書では、道州制ありきとのことですが、
同法案では、道州制導入のあり方について、「国や都道府
県、市町村の全てを通じた大きな統治構造の改革であ
り、国民の合意と協力がなければ、到底実現できるもの
ではない。まず道州制の全体像を国民に提示し、地方の
意見を十分踏まえ、国民的な議論を開始する必要があ
る」と記載されています。　
　すなわち、道州制をめざす議論はあくまでも、「有効性
を失った中央集権体制を乗り越え、地域の可能性を開花
させる」「新しい国のカタチ」を探る作業でもあります。
　国会だけで議論できるテーマではありません。国民的
議論を喚起しながら、幅広い意見を集約し、道州制の利
点を国民に周知するとともに、現場の多くの声が反映さ
れるよう具体的に練り上げていくことが必要と考えま
す。

【賛　成　意　見】　木　田　議　員

　この道州制については、国民への説明や国民議論がな
いまま、国会審議が進められようとしています。
　また、現在の状況の中では、道州制導入後の国の具体
的なかたちが示されていないことや期限を区切った導
入ありきの内容になっていることが問題となります。
　そして、地方分権が進む中、地方自治体の声を聞かず
に、国が進めようとしており、しかも、道州制が導入され
れば、その地域に住む住民や自治体にどのような影響が
あるのかという具体的な調査や論議もおこなわれてい
ないのに、導入ありきになっているように見えてしかた
がありません。
　すなわち、今の段階での道州制の導入に対しては、各
地方議会が足並みをそろえて反対しようという議長会
の呼びかけに賛同し、斑鳩町議会からも、政府・国会に
対して意見書をあげるべきだと考えます。

平成２４年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　制度開始が２０００（平成１２）年で、この会計の年は
ちょうど５期目の計画開始となったときです。３年ごと
に保険料や給付計画が見直されますが、５期目では、保
険料が月平均で８９１円の値上がりとなりました。さら
に、ヘルパー派遣の時間の単位が縮小され、改定されま
した。
　このことから、予算の段階で反対をしていました。介
護保険については、制度当初から、先行きに不安を感じ
ながらどうなっていくのかと見てきましたが、３年ごと
に制度の改正が行われ、サービスの給付がころころと変
わってきています。
　特に、５期目のヘルパー派遣の時間を短縮した設定に
ついては、洗濯機を回したら何分かかるか。一人ぐらし
のお年寄りが何を求めているのか。そういうことが全く
わかっていない人が考えた内容だと思います。
　今もすでに、次の６期目の給付内容についても協議が
されている状況ですが、ますますサービスが切り捨てら
れ、軽度の人々には大変な内容となっています。
　国の制度といえども、値上がりとサービスの削減に
よって運営されていることに、納得するわけにはいかな
いということを表明します。

【賛　成　意　見】　飯　髙　議　員

　団塊の世代が次々と高齢者になり、急速に高齢化して
いくなか、要介護認定を受ける方やサービスを受ける方
は増加傾向にあります。
　このような中、平成２４年度の斑鳩町介護保険事業特
別会計の決算については、約３，５００万円の実質黒字
となり、その黒字額を翌年度に繰り越しをされ、介護給
付費の事業計画の約９５％と、計画の範囲内で計画値に
近い給付量であり、また「第５期介護保険事業計画」の初
年度であることを考慮すると、介護保険料の賦課を含め
た保険運営が適正に執行されていると考えます。
　さらに、要介護や要支援にならないよう介護予防事業
や、特に二次予防事業について、生活機能の向上などの
展開についての努力が見受けられます。
　決算の認定は、決定した予算が適正に執行されたかど
うかを審査し、その行政効果や経済効果を評価するもの
です。しかし、この決算での反対者は、いつも、その理由
として、介護保険料の改定や、それを含んだ本特別会計
の予算に反対したから反対とするのは、反対を前提とし
た反対であると言わざるを得ません。
　今回、決算の認定については、適正に執行されており、
反対する理由など見当たりません。

平成２４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　まず、制度当初から、後期高齢者医療制度のあり方そ
のものに問題があるという考え方を持っています。年齢
によって医療が差別されるという制度は、当初から廃止
すべきと主張し、さらには、保険者の主体が県下全市町
村による広域連合などと、これまでにない特殊な運営が
されることにも納得することができませんでした。
　さらに、２年ごとに保険料が改定されるシステムです
が、高齢者の医療費が高騰するほど、保険料に跳ね返り、
値上がりし続けるというシステムで、２４年度は保険料
改定の年でした。この年の改定で８．９６パーセントの
値上がりとなりました。年金は削減される一方でこうし
た値上げが続くことで高齢者のみなさんの生活に大き
な影響を与えます。
　国民皆保険の我が国の医療制度において、この後期高
齢者医療制度は改善をしていかなければならないとい
うことを強く思っています。
　国や県がもっと責任を持つべきものです。また、斑鳩
町が単独で何もできないことも理解はしていますが、制
度の改善とどんどん上がる保険料を考えると、反対をし
て問題提起をしていかなければならないと考えていま
す。

【賛　成　意　見】　辻　議　員

　後期高齢者医療制度は、県内の全ての市町村で構成さ
れた広域連合が運営主体であって、市町村は、法令の規
定により、特別会計を設置し、保険料の徴収事務、その他
各種申請の受付や保険証の引渡しなどを行っているも
のです。
　決算の認定に反対される方は、その理由として、後期
高齢者医療保険料の値上げのことにふれておられます
が、保険料率につきましては、県内の市町村議会議員及
び市町村長から選ばれた議員で構成された広域連合議
会で決定されるもので、もとより市町村は保険料を決定
する権限をもっていません。
　本特別会計の決算の認定にあたっては、この制度の是
非の賛否ではなく、予算をどのように執行したかが重要
です。
　その点からも、町においては、町民の最も身近な窓口
として、この制度の円滑な運営に努められているところ
であり、また、会計の執行にあたっても、適正に処理され
ていることが認められるものと考えています。
　このことから、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について、特段に反対する理由はなく、賛成する
ものです。

■■■■■■■本 会 議 で の 討 論
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「（仮称）青少年健全育成基本法」の早期制定を求める意見書について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　私は、３人の子どもを育て、今９人の孫がいます。子ど
もたちの健全な育成を、常に、強く願っているものです。
　子育てに悩みながらも、考え抜いてポリシーも持っ
て、愛情を込めて子育てをしてきたものです。その人の
心や気持ち、考え方などは法律や条例で決めるものでは
ありません。
　子どもたちには愛情をもって育てていくことが、最も
重要です。
　子どもを健全に育てていくには、自分は何がしたい
か。何になりたいか。どういう生き方をしたいか。そうい
う目標を持ったり、自分の行動に責任を持つことであっ
たり、自分というものをきちんと見つめることができる
ように、たくさんの愛情で育てていくことが最も重要で
す。
　子どもたちの健やかな成長を願うのであれば、法律よ
りも、悩んでいる親が、子どもが、安心して相談できる、
相談しやすいというシステムが最も必要であるという
ことを申し上げ、愛情を込めて子育てをしてきたものと
して、斑鳩町の子どもたちが健全に成長することを心か
ら願い、反対の意見といたします。

【賛　成　意　見】　伴　議　員

　今日の日本では、信じられないような凶悪な少年犯罪
が、頻繁に起こるようになってしまっているのが現状に
なってしまっています。
　その原因の一つとされている、子ども達を取り巻く環
境の悪化は、いうまでもありません。
　具体的には、ホラーやアダルトゲーム、ポルノコミッ
クなど、過激な性情報や残忍な暴力シーンが簡単に目に
できる環境となっています。
　つまり、青少年を取り巻く環境は、表現の自由等の考
えの下、あまりにも劣悪のまま放置されていると言わざ
るを得ません。
　これからの日本を担う青少年に対しての有害環境を
なくすために、意見書に書かれておりますように基本理
念や方針等を明確にし、一貫性のある包括的・体系的な
法整備を図ることが必要になってしまっていると考え
ざるを得ません。
　このようなことから、青少年健全育成基本法の早期制
定を求める意見書の提出に対して賛成します。

道州制導入に反対する意見書について

【反　対　意　見】　飯　髙　議　員

　道州制は、大きな制度改革であり、いろいろな分野に
影響があることから、国民に理解を求めながら、大きな
プラスを生む効果となるよう努力が必要です。
　今回の道州制推進基本法案（骨子案）の趣旨は、「道州
制の制度設計を議論する場と手続きを定める法律であ
り、道州制の導入そのものを定めるものではありませ
ん。」反対の意見書では、道州制ありきとのことですが、
同法案では、道州制導入のあり方について、「国や都道府
県、市町村の全てを通じた大きな統治構造の改革であ
り、国民の合意と協力がなければ、到底実現できるもの
ではない。まず道州制の全体像を国民に提示し、地方の
意見を十分踏まえ、国民的な議論を開始する必要があ
る」と記載されています。　
　すなわち、道州制をめざす議論はあくまでも、「有効性
を失った中央集権体制を乗り越え、地域の可能性を開花
させる」「新しい国のカタチ」を探る作業でもあります。
　国会だけで議論できるテーマではありません。国民的
議論を喚起しながら、幅広い意見を集約し、道州制の利
点を国民に周知するとともに、現場の多くの声が反映さ
れるよう具体的に練り上げていくことが必要と考えま
す。

【賛　成　意　見】　木　田　議　員

　この道州制については、国民への説明や国民議論がな
いまま、国会審議が進められようとしています。
　また、現在の状況の中では、道州制導入後の国の具体
的なかたちが示されていないことや期限を区切った導
入ありきの内容になっていることが問題となります。
　そして、地方分権が進む中、地方自治体の声を聞かず
に、国が進めようとしており、しかも、道州制が導入され
れば、その地域に住む住民や自治体にどのような影響が
あるのかという具体的な調査や論議もおこなわれてい
ないのに、導入ありきになっているように見えてしかた
がありません。
　すなわち、今の段階での道州制の導入に対しては、各
地方議会が足並みをそろえて反対しようという議長会
の呼びかけに賛同し、斑鳩町議会からも、政府・国会に
対して意見書をあげるべきだと考えます。

平成２４年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　制度開始が２０００（平成１２）年で、この会計の年は
ちょうど５期目の計画開始となったときです。３年ごと
に保険料や給付計画が見直されますが、５期目では、保
険料が月平均で８９１円の値上がりとなりました。さら
に、ヘルパー派遣の時間の単位が縮小され、改定されま
した。
　このことから、予算の段階で反対をしていました。介
護保険については、制度当初から、先行きに不安を感じ
ながらどうなっていくのかと見てきましたが、３年ごと
に制度の改正が行われ、サービスの給付がころころと変
わってきています。
　特に、５期目のヘルパー派遣の時間を短縮した設定に
ついては、洗濯機を回したら何分かかるか。一人ぐらし
のお年寄りが何を求めているのか。そういうことが全く
わかっていない人が考えた内容だと思います。
　今もすでに、次の６期目の給付内容についても協議が
されている状況ですが、ますますサービスが切り捨てら
れ、軽度の人々には大変な内容となっています。
　国の制度といえども、値上がりとサービスの削減に
よって運営されていることに、納得するわけにはいかな
いということを表明します。

【賛　成　意　見】　飯　髙　議　員

　団塊の世代が次々と高齢者になり、急速に高齢化して
いくなか、要介護認定を受ける方やサービスを受ける方
は増加傾向にあります。
　このような中、平成２４年度の斑鳩町介護保険事業特
別会計の決算については、約３，５００万円の実質黒字
となり、その黒字額を翌年度に繰り越しをされ、介護給
付費の事業計画の約９５％と、計画の範囲内で計画値に
近い給付量であり、また「第５期介護保険事業計画」の初
年度であることを考慮すると、介護保険料の賦課を含め
た保険運営が適正に執行されていると考えます。
　さらに、要介護や要支援にならないよう介護予防事業
や、特に二次予防事業について、生活機能の向上などの
展開についての努力が見受けられます。
　決算の認定は、決定した予算が適正に執行されたかど
うかを審査し、その行政効果や経済効果を評価するもの
です。しかし、この決算での反対者は、いつも、その理由
として、介護保険料の改定や、それを含んだ本特別会計
の予算に反対したから反対とするのは、反対を前提とし
た反対であると言わざるを得ません。
　今回、決算の認定については、適正に執行されており、
反対する理由など見当たりません。

平成２４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　まず、制度当初から、後期高齢者医療制度のあり方そ
のものに問題があるという考え方を持っています。年齢
によって医療が差別されるという制度は、当初から廃止
すべきと主張し、さらには、保険者の主体が県下全市町
村による広域連合などと、これまでにない特殊な運営が
されることにも納得することができませんでした。
　さらに、２年ごとに保険料が改定されるシステムです
が、高齢者の医療費が高騰するほど、保険料に跳ね返り、
値上がりし続けるというシステムで、２４年度は保険料
改定の年でした。この年の改定で８．９６パーセントの
値上がりとなりました。年金は削減される一方でこうし
た値上げが続くことで高齢者のみなさんの生活に大き
な影響を与えます。
　国民皆保険の我が国の医療制度において、この後期高
齢者医療制度は改善をしていかなければならないとい
うことを強く思っています。
　国や県がもっと責任を持つべきものです。また、斑鳩
町が単独で何もできないことも理解はしていますが、制
度の改善とどんどん上がる保険料を考えると、反対をし
て問題提起をしていかなければならないと考えていま
す。

【賛　成　意　見】　辻　議　員

　後期高齢者医療制度は、県内の全ての市町村で構成さ
れた広域連合が運営主体であって、市町村は、法令の規
定により、特別会計を設置し、保険料の徴収事務、その他
各種申請の受付や保険証の引渡しなどを行っているも
のです。
　決算の認定に反対される方は、その理由として、後期
高齢者医療保険料の値上げのことにふれておられます
が、保険料率につきましては、県内の市町村議会議員及
び市町村長から選ばれた議員で構成された広域連合議
会で決定されるもので、もとより市町村は保険料を決定
する権限をもっていません。
　本特別会計の決算の認定にあたっては、この制度の是
非の賛否ではなく、予算をどのように執行したかが重要
です。
　その点からも、町においては、町民の最も身近な窓口
として、この制度の円滑な運営に努められているところ
であり、また、会計の執行にあたっても、適正に処理され
ていることが認められるものと考えています。
　このことから、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について、特段に反対する理由はなく、賛成する
ものです。

■■■■■■■本 会 議 で の 討 論
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９月定例会では、こんなことが決まりました
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